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●
65
歳
以
上
の
人
の

　
　
　
　

介
護
保
険
料

　

平
成
20
年
度
分
は
、旧
市
町

村
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
介
護

保
険
料
で
納
付
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。介
護
保
険
料
基
準

額
は
年
額
で
４
３
，２
０
０
円

か
ら
５
０
，４
０
０
円
で
し
た

が
、
今
回
の
見
直
し
に
よ
り
、

５
０
，４
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

介
護
保
険
料
の
改
定
に
あ

た
っ
て
は
、平
成
21
年
度
か
ら

23
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
提

供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

用
を
推
計
し
、介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
の
約
20
％
を
65
歳
以

上
の
高
齢
者
数
お
よ
び
所
得

段
階
別
の
人
数
か
ら
１
人
当

た
り
の
基
準
額
を
算
出
し
ま

し
た
。

●
今
回
の
改
定
で

　
　
　
　

考
慮
し
た
点

・�

平
成
20
年
度
分
は
、旧
市
町

村
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
介

護
保
険
料
を
平
成
21
年
度

か
ら
は
統
一
し
た
保
険
料

と
す
る
こ
と

・�

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
施
設
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）
整
備
を
計
画
し
て
お

り
、
利
用
者
と
入
所
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

・�

要
介
護
認
定
者
数
と
受
給

者
数
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
・�

給
付
費
（
支
出
）
に
占
め
る

介
護
保
険
料
で
の
負
担
割

合
を
19
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら

20
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上

げ
る
法
改
正
が
行
わ
れ
た

こ
と

・�

介
護
に
従
事
す
る
介
護
福

祉
士
な
ど
の
処
遇
を
改
善

す
る
た
め
、
介
護
報
酬
を
３

パ
ー
セ
ン
ト
上
乗
せ
す
る

法
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と

●
保
険
料
の
上
昇
を

　
　
　
　

抑
え
る
た
め
に

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、や

む
を
得
ず
増
額
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、次
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
ま
す
。

・
交
付
金
の
充
当

　

介
護
報
酬
の
改
定
に
対
し
て

は
、国
が
緊
急
特
別
対
策
と
し

て
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時

特
例
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、介
護
報
酬
改

定
に
よ
る
上
昇
分
の
半
分
が
こ

れ
に
よ
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。市

で
は
、約
４
，２
０
０
万
円
の
交

付
金
を
充
当
す
る
こ
と
で
、
介

護
保
険
料
平
均
58
円
（
月
額
）

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、緊
急
特
別
対
策
の
な

サービスの
利用者負担
（原則として
費用の一割）

65歳以上の
人の保険料

20％

40～ 64歳の
人の保険料

30％

市 県 国

公　費

介護保険給付費

介護サービス費用全体

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保

険
料
は
３
年
ご
と
に
見
直
し

を
し
て
い
ま
す
。
平
成
21
年

度
〜
平
成
23
年
度
の
村
上
市

の
介
護
保
険
料
が
決
ま
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
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か
で
は
、
保
険
料
に
つ
い
て
３

年
間
で
段
階
的
に
引
き
上
げ

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま

す
が
、
村
上
市
で
は
、
保
険
料

額
の
毎
年
の
変
動
を
避
け
る

た
め
、
い
ま
ま
で
と
同
じ
く
３

年
間
の
保
険
料
を
同
額
と
し

ま
し
た
。

・
基
金
の
充
当

　

市
が
積
み
立
て
た
介
護
給

付
費
準
備
基
金
を
取
り
崩
し
、

保
険
料
全
体
の
軽
減
に
充
て

ま
す
。

●
介
護
保
険
料
の

　
　
　
　

納
め
方
は

　

平
成
21
年
度
の
『
介
護
保
険

料
額
決
定
の
お
知
ら
せ
』
は
、

７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
ま

た
、
７
月
以
降
に
65
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
人
に
は
、
誕
生
日

の
翌
月
に
送
付
し
ま
す
。
65
歳

以
上
の
人
は
、
通
知
が
届
い
た

か
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●問い合わせ　・介護保険制度全般　介護高齢課介護保険係　　☎53－2111（内線361、362）
　　　　　　　・介護保険料の通知、納め方　税務課保険税係　☎53－2111（内線223、224）

●平成20年度 ●平成21年度～ 23年度

段階 地区名 年額の保険
料額 段階 対　象　者 保険料率 年額の保険料

（月額相当額）

第１

段階

村上地区 25,200円

第１

段階

生活保護受給者や老齢福

祉年金受給者で、市民税が

世帯非課税の人

基準額

×0.5
25,200円
（2,100円）

荒川地区 23,400円

神林地区 21,600円

朝日地区 23,400円

山北地区 22,200円

第２

段階

村上地区 25,200円

第２

段階

本人および世帯全員が市

民税非課税であって、課税

年金収入と合計所得金額

との合計が80万円以下の
人

基準額

×0.5
25,200円
（2,100円）

荒川地区 23,400円

神林地区 21,600円

朝日地区 23,400円

山北地区 22,200円

第３

段階

村上地区 37,800円

第３

段階

本人および世帯全員が市

民税非課税であって、第２

段階以外の人

基準額

×0.75
37,800円
（3,150円）

荒川地区 35,100円

神林地区 32,400円

朝日地区 35,100円

山北地区 33,300円

第４

段階

村上地区 50,400円

第４

段階

本人が市民税非課税で、世

帯に市民税課税者がいる

人

基準額
50,400円
（4,200円）

荒川地区 46,800円

神林地区 43,200円

朝日地区 46,800円

山北地区 44,400円

第５

段階

村上地区 63,000円

第５

段階

本人が市民税課税で、合計

所得金額が200万円未満
の人

基準額

×1.25
63,000円
（5,250円）

荒川地区 58,500円

神林地区 54,000円

朝日地区 58,500円

山北地区 55,500円

第６

段階

村上地区 75,600円

第６

段階

本人が市民税課税で、合計

所得金額が200万円以上
の人

基準額

×1.5
75,600円
（6,300円）

荒川地区 70,200円

神林地区 64,800円

朝日地区 70,200円

山北地区 66,600円
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■
産
業
等
の
活
性
化
支
援
補
助
制
度

①
産
業
元
気
づ
く
り
事
業
補
助
金

〜
新
品
種
・
新
製
品
の
開
発
な
ど
を
支
援
〜

　

地
域
の
特
色
あ
る
産
業
資
源
を
活
用
し
た

新
品
種
・
新
製
品
の
開
発
や
初
期
段
階
の
販
売

促
進
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
関
す
る
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
事
業

・�

新
品
種
・
新
製
品
開
発
、
在
来
種
・
既
製
品

の
改
良
に
関
す
る
事
業

・
初
期
段
階
の
販
売
促
進
に
関
す
る
事
業

・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
に
関
す
る
事
業

・
産
学
官
・
異
業
種
連
携
に
よ
る
事
業

■
地
域
の
特
色
あ
る
産
業
の
定
義

　

地
域
の
特
色
あ
る
農
林
水
産
物
、
伝
統
的
工

芸
品
、鉱
工
業
品
、観
光
資
源
な
ど
、地
域
の
強

み
と
な
り
得
る
産
業
資
源
を
広
く
い
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
農
林
水
産
業
を
営

む
団
体
、中
小
企
業
者
な
ど（
納
税
良
好
な
者
）

■
補
助
限
度
額　

50
万
円

■
補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
企
業
対
策
係

　
　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
４
）

③
商
店
街
賑
わ
い
創
出
支
援
事
業
補
助
金

　

〜
商
店
街
の
活
性
化
支
援
〜

　

に
ぎ
わ
い
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、商
工
団
体
な
ど
が
行
う
商
店
街
活
性
化
事

業
に
対
し
て
、経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
事
業

・
販
売
促
進
事
業

・
空
き
店
舗
活
用
賑
わ
い
支
援
事
業

・
観
光
事
業
と
連
携
し
た
誘
客
促
進
事
業

・
賑
わ
い
創
出
事
業

・
研
修
調
査
事
業

・
国
・
県
の
補
助
事
業

■
補
助
対
象
者

　

市
内
の
商
工
団
体
な
ど

■
補
助
限
度
額

　

10
万
円
〜
30
万
円

　

村
上
市
に
は
、
地
場
産
業
が
集
積
し
、
固
有
の
農
林
水
産
品
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
特
徴
を
活
用
し
て
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
村
上
市
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
品
種
・
新
製
品
な
ど
の
開
発
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
、
取

引
先
の
開
拓
な
ど
の
販
路
拡
大
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
を
予
算
の
範
囲
内
で
支
援
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
新
た
に
創
設
し
た
産
業
等
の
活
性
化
支
援
補
助
制
度
を
紹
介
し
、
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
担
当
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■地域資源を活用した新事業の創出を支援

産業等の活性化支援
補助制度を創設！

中小企業などの新しい取り組みを促進し、地域産業の活性化を推進する
ことを目的としています。

■
補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　
　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
３
）

　

農
林
水
産
課
水
産
漁
港
係

　
　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
４
２
）

②
産
業
見
本
市
等
出
展
事
業
補
助
金

　

〜
展
示
会
・
見
本
市
な
ど
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
支
援
〜

　

取
引
先
の
新
規
開
拓
や
広
域
的
な
受
発
注

機
会
を
確
保
す
る
た
め
、市
外
で
開
催
さ
れ
る

産
業
見
本
市
な
ど
へ
の
出
展
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

販
売
が
主
目
的
と
な
る
物
産
展
な
ど
は
補

助
対
象
外
で
す
。

■
補
助
対
象
者

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者（
納

税
良
好
な
者
）

■
補
助
限
度
額　

30
万
円
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■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　
　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
３
）

④
商
店
街
環
境
施
設
整
備
事
業
補
助
金

　

〜
商
店
街
の
環
境
整
備
を
支
援
〜

　

商
店
街
の
環
境
整
備
事
業
を
行
う
商
店
街

団
体
に
対
し
て
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

■
補
助
対
象
事
業

・
装
飾
街
路
灯
の
整
備
事
業

・
特
殊
舗
装
の
整
備
事
業

・
国
・
県
の
補
助
事
業

■
補
助
対
象
者

　

市
内
の
商
店
街
団
体

■
補
助
限
度
額

　

１
０
０
万
円
〜
１
５
０
万
円

■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　
　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
３
）

⑤
観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業
補
助
金

　

〜
観
光
資
源
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
〜

　

地
域
の
特
色
あ
る
観
光
資
源
を
活
用
し
た

新
規
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
関
す
る
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
事
業

　

地
区
観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業

■
地
域
の
特
色
あ
る
観
光
資
源
の
定
義

　

地
域
の
生
活
、自
然
、歴
史
、伝
統
、文
化
、産

業
そ
の
他
の
観
光
の
振
興
に
資
す
る
資
源
で
、

地
域
の
強
み
と
な
り
得
る
資
源
を
広
く
い
い

ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

市
民
が
主
体
と
な
っ
て
組
織
す
る
イ
ベ
ン

ト
実
行
委
員
会
な
ど
の
団
体

■
補
助
限
度
額　

50
万
円

■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
企
画
係

　
　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
１
）

⑥
産
業
人
材
育
成
支
援
事
業
補
助
金

　

中
小
企
業
大
学
校
で
の
研
修
受
講
料
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　

村
上
商
工
会
議
所
・
市
内
４
商
工
会
が
窓
口

と
な
り
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

市
内
の
中
小
企
業
者

■
補
助
限
度
額

　

１
人
に
つ
き
１
万
円
限
度
。
１
中
小
企
業
者

に
つ
き
２
人
ま
で
。

■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　
　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
３
）

■補助事業の募集期間など

補助制度名等
①産業元気づ
くり事業補助

（公募選考）

②産業見本市
等出展事業補
助

③商店街賑わ
い創出支援事
業補助
（公募選考）

④商店街環境
施設整備事業
補助

⑤観光イベン
ト 事 業 補 助

（公募選考）

⑥産業人材育
成支援事業補
助

平成21年度事
業の募集期間
（事業期間）

平成21年
５月～７月末

（10月～３月末）

平成21年
５月～７月末

（10月～３月末）

平成21年
５月～７月末

（10月～３月末）

平成21年
５月～７月末

（10月～３月末）

平成21年
５月～７月末

（10月～３月末）

平成21年
５月末

（平成21年度）

平成22年度事
業の募集期間
（事業期間）

平成21年
６月～10月末
（平成22年度）

平成21年
６月～10月末
（平成22年度）

平成21年
６月～10月末
（平成22年度）

平成21年
10月末まで

（平成22年度）

平成21年
６月～10月末
（平成22年度）

平成22年
４月末

（平成22年度）

事前計画書な
どの提出

募集期間内

に提出

募集期間内

に提出

募集期間内

に提出

募集期間内

に提出

募集期間内

に提出

窓口は商工会議

所・商工会

選考 審査委員会 ─ 審査委員会 ─ 審査委員会 ─

■選考

　村上市産業等の活性化事業審査委員会で評価基準（新規性、発展性など）により、補助対象事業を認定し

ます。その後、補助金交付申請書を提出していただきます。
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地震が起きたら
●身を守る

→タンスや棚から離れ、机の下などへ

●火の始末をする

→ガスの元栓、電気ブレーカーの確認

●脱出口を確保する

→ドアや窓を開ける

揺れがおさまったら

身の危険を感じたら

正しい情報で行動を

●火が出たら大声で知らせ、すばやく消火

→初期消火は、炎が天井に達するまで。

　炎が天井に達したら迷うことなく

　避難する

●みんなの安全を確認

→声をかけ、助け合う

●危険なときは、無理をせずに避難する

→まずは、近くの空き地で　様子を見る

→それでも危険なら、避難場所へ

　移動する

→避難場所へは、あわてず、徒歩で避難

●ラジオなどを携帯し、

　正しい情報を確認

●防災無線で情報確認

●むらかみ防災防犯情報ねっとで

　災害情報を確認

　月に一度は家族会議を開い

て、いざというときの役割分担、

災害時の連絡方法、避難場所や

集合場所の確認、非常持出品の

点検などをしましょう。

　また、災害時に何が必要か、気

をつけるところは何かなどを話

し合いましょう。

地震に備えて

　家族みんなが無事でいられる

ように、家具の転倒・落下の防

止、ガラスの飛散防止など、家

庭内の備えを万全にしましょ

う。

　また、消火器などを備え、玄

関や窓際などは障害物をなくし

避難しやすくしましょう。

　３日分を目安に食糧・飲料水、

燃料などを備えましょう。

　また、お風呂の湯水はためて

おきましょう。トイレや洗濯の

生活用水、消火用水に活用でき

ます。

　地震は、いつ発生するか分かりません。

　また、地震に限らず、風水害、火災などに対して、

一人ひとりの日ごろの備えや行動によって被害を最

小限にできます。

防災特集

家の安全対策

家族会議

緊急地震速報が流れます
市域で震度４以上の揺れが予想されるときに、揺れ

が始まる数十秒前に防災無線で自動放送されます。

つ
っ
ぱ
り
棒

留
め
金
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災害への備えは、市民一人ひとりの防災意識と行動力が必要です

〈自助〉　自分の身体は自ら守りましょう

〈共助〉　隣や近所などと協力して、自分たちの地域を守りましょう

〈公助〉　自助・共助のうえに立って、市が役割を果たします

自主防災組織を作りましょう 防災訓練に参加ください
　毎年、９月に市内全域で防災訓練が予定され

ています。町内単位の避難訓練などがありまし

たら参加しましょう。（今年は９月６日㈰の予

定です）

　お互いに協力し、助け合うことが被害の軽減につなが

ります。みんなで話し合って、地域の自主防災組織を作

りましょう。
※自主防災組織には、防災資機材など経費の一部を補助しています

消防団協力事業所表示制度を開始
「消防団協力事業所表示制度」による事業所を認定します

　消防団活動に協力している事業所に対し、市が表示証を交付することで事業所の消防団活動への協力が社会貢献として広

く認められるとともに、地域防災体制のより一層の充実を図ることを目的とした制度です。

（認定基準）事業所などが、次の基準のいずれかに適合していることが必要です。

　１　従業員が消防団員として、３人以上入団している。

　２　従業員の消防団活動について、積極的に配慮している。

　３　災害時などに事業所の資機材等を消防団に提供するなど協力をしている。

　４　消防団活動に協力することにより、地域の消防防災体制の充実強化に寄与している。

●問い合わせ
　総務課防災係　☎53－2111（内線317）
　または、各支所地域振興課総務防災係　まで

消防団

協力事業所表示証

※�詳細は、市ホームページ（http://www.city.murakami.
niigata.jp/bousai/）に掲載しています。
　申請様式もダウンロードできます

認定されるまでの流れ

消　防 事業所

要綱

市町村など
要綱等で認定し
基準などを整備

消防団活動のメニュー化
を図り、事業所へ提示
…協力事業所の勧誘 申請

事業所

消防団活動を通じて
社会に貢献

申請
推薦

よし、消防団活動への
協力を通じて、社会に
貢献しよう！
そして、この申請書で
「消防団協力事業所」
に認定してもらおう！

市町村などは、事業所
の協力内容を確認

消防団協力事業所の
表示マークを自社ＨＰ
で公開

消防団協力事業所と
しての認定を受け、
社会貢献してるんだ
→イメージアップ！

株主、取引銀行、住民、
顧客など

市
町
村
長
な
ど
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第
１
回
会
議

　

12
月
25
日
㈭
開
催

◆
会
議
の
内
容

　

会
議
の
前
に
、
審
議
会
委
員
の
一

人
ひ
と
り
に
、
市
長
か
ら
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、市
長
か
ら「
第
１
次
村
上

市
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
の
諮
問
を

受
け
、審
議
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
の
審
議
で
は
、「
総
合
計

画
策
定
の
今
後
の
進
め
方
」
に
つ
い

て
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
お
お

む
ね
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

市
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て

〜 

村
上
市
総
合
計
画
審
議
会
を
開
催 

〜

　

市
で
は
、
村
上
市
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、「
村
上
市
総
合
計
画
審

議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
表
示
）
」
を
設
置
し
、
審
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
審

議
会
で
は
、市
長
か
ら
次
の
こ
と
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
ま
し
た
。

『
諮
問
内
容「
第
一
次
村
上
市
総
合
計
画
」に
つ
い
て
』

　

審
議
会
は
、こ
れ
ま
で
３
回
に
わ
た
る
審
議
を
行
い
、３
月
24
日
㈫
に
中

間
答
申
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、審
議
会
で
こ
れ
ま
で
審
議
さ
れ
た
経
過
と
、中
間
答
申
さ
れ

た
内
容（
要
約
）に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

（
市
長
か
ら
諮
問
の
様
子
）

第
２
回
会
議

２
月
25
日
㈬
開
催

◆
会
議
の
内
容

　

会
議
で
は
、
行
政
案
と
し
て
提
案

し
た
「
村
上
市
総
合
計
画　

基
本
構

想
（
案
）
」
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

（
第
２
回
会
議
の
様
子
）

　

審
議
の
中
で「
ま
ち
の
将
来
像
」に

つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出

さ
れ
、引
き
続
き
、審
議
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に「
総
合
計
画
策
定
手
法
」に

つ
い
て
審
議
を
行
い
、
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
回
会
議

３
月
24
日
㈫
開
催

◆
会
議
の
内
容

　

会
議
で
は
、
前
回
会
議
に
引
き
続

き「
ま
ち
の
将
来
像
」に
つ
い
て
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
・
意

見
を
い
た
だ
い
た
結
果
、
引
き
続
き

検
討
を
行
い
、
次
回
の
会
議
に
決
定

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
ま
で
の
審
議
し
た
結

果
か
ら
、
市
長
へ
中
間
答
申
を
行
い

ま
し
た
。

　

中
間
答
申
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
中
間
答
申
の
内
容

　

基
本
構
想（
案
）お
よ
び
基
本
計
画

の
策
定
手
法
に
つ
い
て
お
お
む
ね
了

解
し
ま
す
。な
お
、次
の
こ
と
を
提
案

し
ま
す
。

１　

�

５
市
町
村
の
新
設
合
併
に
よ
り

誕
生
し
た
村
上
市
が
目
指
す
将

来
構
想
は
、
各
地
区
相
互
の
融

和
と
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
す

も
の
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２　

�

今
後
、
策
定
さ
れ
る
「
基
本
計

画
」に
つ
い
て
は
、「
市
民
主
役
」

の
施
策
展
開
が
な
さ
れ
る
も
の

と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

３　

�「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」は
行
政

の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
い

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
単
に
住

民
に
対
す
る
負
担
の
転
嫁
と
捉と

ら

え
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

そ
の
表
現
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

４　

�

市
民
全
体
の
共
通
目
的
達
成
の

た
め
に
は
、本
審
議
会
も
含
め
、

市
民
に
対
し
て
迅
速
か
つ
、
わ

か
り
や
す
い
情
報
の
提
供
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
中
間
答
申
の
様
子
）
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※�

会
議
資
料
や
議
事
録
な
ど
の
内
容

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

�［
市
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
各
課
の
ご

案
内
→
政
策
推
進
課
→
村
上
市
総

合
計
画
審
議
会
］

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

次
回
の
審
議
会
は
、
５
月
こ
ろ
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
後

日
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、市
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
３
２
）

　

こ
こ
で
は
、
総
合
計
画
策
定
に
向

け
て
平
成
20
年
度
に
行
っ
た
主
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
紹
介

し
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り

　
　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

（
平
成
20
年
７
月
〜
８
月
）

　

ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
市
内
に
住
む
20
歳
以
上
の
人
か

ら
無
作
為
で
５
，
０
０
０
人
に
配
布

し
、２
，０
５
４
人
か
ら
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。（
回
答
率
41
・
１
％
）

　

い
た
だ
い
た
結
果
か
ら
、
施
策

ニ
ー
ズ
の
把
握
や
指
標
設
定
を
検
討

し
、総
合
計
画
に
反
映
し
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
高
校
生

　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

（
平
成
20
年
７
月
〜
８
月
）

　

ま
ち
づ
く
り
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
市
内
す
べ
て
の
高
校
に
通
う
高

校
生
を
対
象
に
、
平
成
20
年
７
月
に

実
施
し
ま
し
た
。全
生
徒
１
，９
８
１

人
に
対
し
、１
，６
９
０
人
か
ら
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
回
答
率
85
・

３
％
）

　

い
た
だ
い
た
結
果
か
ら
、
若
者
が

考
え
る
「
ま
ち
の
基
本
理
念
」
と
「
ま

ち
の
将
来
像
」を
検
討
し
、総
合
計
画

に
反
映
し
ま
す
。

■
高
校
生
と
市
長
と
の

　
　
　
　
　
　
　

意
見
交
換
会

（
平
成
20
年
11
月
７
日
）

（
意
見
交
換
会
の
様
子
）

　

総
合
計
画
に
は
、
次
代
を
担
う
若

者
の
考
え
方
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

た
い
と
考
え
、
市
内
の
各
高
校
か
ら

代
表
者
10
人
に
参
加
い
た
だ
き
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市

長
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
た
く
さ
ん
の

貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。ま
た
、総
合
計
画
の
基
本

構
想「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
」と

「
ま
ち
の
将
来
像
」
を
、
高
校
生
か
ら

市
長
に
提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。（
詳
細
は
市
報
１
月
15
日
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

■
地
域
審
議
会

　

第
１
回（
平
成
20
年
７
月
）

　

第
２
回（
平
成
20
年
10
月
）

　

地
域
審
議
会
は
合
併
前
の
旧
市
町

村
単
位
で
構
成
さ
れ
、
５
地
区
そ
れ

ぞ
れ
に
地
域
審
議
会
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
各
地
区
で
２
回

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
市
長
か
ら
諮
問
を
受

け
た
「
市
総
合
計
画
に
向
け
た
各
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
方
向

（
合
併
市
町
村
基
本
計
画
上
の
ゾ
ー

ニ
ン
グ
）
」
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、

市
長
へ
答
申
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
も
引
き
続
き
、
地
域

審
議
会
を
開
催
し
、
更
に
具
体
的
な

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
ま
す
。（

地
域
審
議
会
の
様
子
）

■
総
合
計
画
審
議
会

　

第
１
回（
平
成
20
年
12
月
25
日
）

　

第
２
回（
平
成
21
年
２
月
25
日
）

　

第
３
回（
平
成
21
年
３
月
24
日
）

　

総
合
計
画
審
議
会
は
、
平
成
20
年

度
は
、３
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
内
容
に
つ
い
て
は
前
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
度
も
引
き
続
き
、
総
合

計
画
審
議
会
を
開
催
し
、
総
合
計
画

策
定
に
向
け
た
審
議
を
行
い
ま
す
。

総合計画策定
平成20年度の
主な取り組み
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補
助
金
の
基
本
指
針
と

　
　
　

交
付
基
準
を
策
定

　

村
上
市
の
補
助
金
は
、
合
併
前
の

旧
市
町
村
の
補
助
金
制
度
を
そ
の
ま

ま
引
き
継
い
だ
も
の
が
多
く
残
っ
て

お
り
、
合
併
時
に
お
い
て
制
度
の
統

一
が
図
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
市
で
は
、
補
助
金
制
度

の
統
一
と
補
助
金
交
付
の
公
平
性
、

公
正
性
、透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、

「
村
上
市
補
助
金
等
に
関
す
る
基
本

指
針
」
と
、「
村
上
市
補
助
金
等
交
付

基
準
」を
策
定
し
ま
し
た
。

基
本
指
針
と
交
付
基
準

　
　
　
　
　

（
一
部
抜
粋
）

○
事
業
費
補
助
を
原
則
と
す
る
。

○�

市
単
独
補
助
金
は
、
３
年
を
限
度

と
す
る
。
た
だ
し
、
公
益
上
、
更
新

が
必
要
な
場
合
に
は
、
必
ず
見
直

し
す
る
。

○�

国
庫
補
助
や
県
補
助
を
伴
う
事
業

に
係
る
市
の
補
助
は
、
国
・
県
の

補
助
制
度
上
規
定
さ
れ
て
い
る
も

の
以
外
は
原
則
上
乗
せ
し
な
い
。

○�

団
体
な
ど
の
決
算
に
お
い
て
繰
越

金
の
額
が
補
助
額
を
超
え
て
い
る

場
合
に
は
、補
助
額
を
調
整
す
る
。

○�

補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
必

要
に
応
じ
て
市
税
な
ど
の
納
付
状

況
や
所
得
要
件
等
に
よ
る
制
限
を

分
か
り
や
す
い
情
報
公
開

　

こ
の
行
革
大
綱
や
こ
れ
か
ら
作
っ

て
い
く
各
種
計
画
に
つ
い
て
、
内
容

の
整
合
性
を
図
り
、「
何
を
、
ど
う
す

る
の
か
」具
体
的
な
表
現
で
、読
ん
だ

人
が
分
か
る
よ
う
な
、
誤
解
を
与
え

な
い
よ
う
な
作
り
を
す
る
べ
き
で
あ

る
。ま
た
、情
報
公
開
に
つ
い
て
も
同

様
に
、た
だ
公
開
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
村
上
市
と
し
て

の
考
え
や
数
値
を
具
体
的
に
分
か
り

や
す
く
公
開
し
て
、
市
民
と
の
信
頼

関
係
を
築
い
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

行
政
改
革
大
綱
で
は
反
映
で
き
な

か
っ
た
内
容
に
つ
い
て
も
、
今
後
作

成
す
る「
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
」

に
可
能
な
限
り
反
映
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

地
域
の
特
色
を
活
か
し
て

　

各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た
地

域
課
題
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
に

よ
っ
て
今
ま
で
の
行
政
支
援
も
違
っ

て
い
た
。
地
域
活
動
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
に
は
、
統
一
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
も
各
地

区
の
実
情
に
合
わ
せ
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
は
必
要
で
あ
り
、
特
色
を
活
か
し

た
支
援
を
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

協
働
の
理
解
と
推
進

　

協
働
と
い
う
言
葉
が
、
い
っ
た
い

何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
が
、
ま
だ
市

民
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
た
だ
行

政
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
と
受

け
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
魅
力
あ
る

村
上
市
を
つ
く
る
た
め
に
「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」、

「
自
分
も
皆
も
関
係
が
あ
る
」と
い
う

こ
と
を
理
解
し
て
共
感
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
市
民
と
行
政
が
相
互
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
た
取

り
組
み
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

メ
リ
ハ
リ
と
具
体
性

　

財
政
状
況
が
厳
し
い
と
明
記
し
て

い
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
全
般
に
つ
い
て
、何
を
守
り
、何

は
削
り
、そ
の
た
め
に
行
政
、職
員
が

何
を
改
革
し
、
市
民
に
は
何
に
つ
い

て
理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
く
の
か

を
は
っ
き
り
と
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
は
、
村
上
市
行
政
改
革
大
綱
を

策
定
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
が

未
来
に
向
け
て
明
る
い
希
望
が
持
て

る
ま
ち
の
実
現
を
目
標
に
、
そ
の
展

望
を
開
く
強
固
な
土
台
を
築
く
た

め
、
改
革
の
大
き
な
方
向
な
ど
に
つ

い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

　

今
号
で
は
、
村
上
市
行
政
改
革
推

進
委
員
会
か
ら
い
た
だ
い
た
行
政
改

革
大
綱
案
に
つ
い
て
の
答
申
の
内
容

と
、
策
定
し
た
行
政
改
革
大
綱
の
な

か
で
大
き
な
柱
と
位
置
づ
け
た
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

行
革
委
員
会
の
答
申
内
容

村
上
市
の
目
標
の
明
記

　

こ
の
行
政
改
革
大
綱
案
（
市
報
１

月
15
日
号
掲
載
）
に
は
、
誰
の
た
め

に
、何
を
目
標
と
し
て
、新
村
上
市
が

ど
の
よ
う
な
未
来
を
描
い
て
い
く
の

か
と
い
う
部
分
が
不
足
し
て
い
る
。

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
長

の
前
書
き
な
ど
で
強
く
う
た
う
べ
き

で
あ
る
。

－村上市行政改革大綱決定までの経緯－

　市では「村上市行政改革大綱案」を行政改革推進委

員会に諮問し、審議をいただきました。

　数回の委員会審議を経て、平成21年２月24日㈫市長
に答申。

　その答申を受け、市では、可能な限り答申内容を尊

重して３月10日㈫に「村上市行政改革大綱」を策定し
ました。

輝
け
る
未
来
の
土
台
を
築
く
た
め
に

行
革
推
進
委
員
会
の
答
申
を
尊
重
し
、
村
上
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
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答
申
を
反
映
し
た
行
革
大
綱
の

　

「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

（
一
部
抜
粋
）

　

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
、

市
民
（
各
種
団
体
や
事
業
者
な
ど
も

含
め
た
広
い
意
味
）
と
行
政
が
地
域

課
題
な
ど
の
解
決
の
た
め
や
活
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
補

完
し
合
い
、協
力
し
合
い
、対
等
な
立

場
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
い
い

ま
す
。そ
れ
に
よ
り
、市
民
・
行
政
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
見
た
き
め
細
か

な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ

く
り
の
主
役
と
な
る
地
域
分
権
型
社

会
へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
や
文
化
が
あ
る

こ
の
地
域
に
お
い
て
、市
民
が「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
つ
く

る
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、地
域
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、
協

働
の
た
め
の
仕
組
み
や
環
境
づ
く
り

と
し
て
、
新
た
な
補
助
・
支
援
制
度

の
整
備
、
活
動
の
中
心
と
な
る
人
材

の
育
成
、
活
動
主
体
に
対
す
る
活
動

場
所
の
提
供
、
必
要
な
情
報
の
共
有

化
な
ど
支
援
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

１　

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

�　

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針

を
定
め
、仕
組
み
づ
く
り
、環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

２　

情
報
の
共
有
化
と

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

　

�　

市
民
と
行
政
の
信
頼
関
係
を
よ

り
一
層
築
き
上
げ
て
い
く
た
め

に
、
積
極
的
な
情
報
の
提
供
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

３　

市
民
、民
間
団
体
へ
の
支
援

　

�　

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
自
主
的

な
活
動
を
行
う
市
民
や
民
間
団
体

に
対
し
て
、
適
切
な
支
援
を
行
う

た
め
の
補
助
・
支
援
制
度
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

市
民
協
働
の
効
果

　

市
民
協
働
に
よ
り
次
の
よ
う
な
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◎�
各
地
域
が
個
性
と
特
色
を
活
か
し

た
市
民
活
動
、
地
域
活
動
に
参
画

す
る
機
会
が
増
え
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎�

地
域
密
着
型
の
課
題
を
地
域
が
主

体
的
に
解
決
で
き
ま
す
。

◎�

市
民
一
人
ひ
と
り
や
市
民
団
体
な

ど
の
目
線
か
ら
見
た
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、
柔
軟
で
き
め

細
か
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
各
種
市
民

団
体
活
動
な
ど
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
参
加
の
促
進
に
つ
な
が
り
ま

す
。

◎�

主
体
的
に
地
域
活
動
、
地
域
課
題

に
取
り
組
む
人
が
増
え
る
こ
と

で
、
人
と
の
つ
な
が
り
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
り
、
新
た
な

地
域
課
題
の
発
掘
や
、
地
域
自
治

意
識
の
高
ま
り
な
ど
、
地
域
力
が

向
上
し
ま
す
。

◎�

行
政
全
体
が
市
民
と
情
報
を
共
有

し
合
い
、
と
も
に
地
域
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
職
員
一
人
ひ
と

り
の
意
識
改
革
や
資
質
の
向
上
に

つ
な
が
り
、
行
財
政
改
革
の
推
進

や
行
政
の
体
質
改
善
の
実
現
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

※�

行
政
改
革
大
綱
や
行
政
改
革
推
進

委
員
会
か
ら
い
た
だ
い
た
答
申
、

村
上
市
補
助
金
等
交
付
基
準
の
全

文
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.city.m

urakam
i.

lg.jp/

）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
下
の
青
い
バ

ナ
ー
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い

　

●
問
い
合
わ
せ

　
　

政
策
推
進
課
行
政
改
革
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
３
４
）

設
定
す
る
。

○�

補
助
率
の
上
限
は
３
分
の
１
以
内

と
す
る
。ま
た
、１
０
０
万
円
を
超

え
る
補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、

交
付
額
の
上
限
設
定
を
定
め
、
交

付
要
綱
な
ど
に
明
記
す
る
。

○�

補
助
対
象
の
事
業
費
、
ま
た
は
団

体
の
予
算
に
占
め
る
補
助
金
の
割

合
が
10
％
以
下
の
補
助
金
は
、
原

則
廃
止
す
る
。

○�

５
万
円
未
満
の
少
額
補
助
は
原
則

廃
止
す
る
。

○�

法
律
な
ど
に
よ
り
別
に
定
め
が
あ

る
も
の
、
債
務
負
担
行
為
が
設
定

済
み
の
も
の
、
市
長
が
認
め
る
極

め
て
政
策
的
な
も
の
は
、
適
用
除

外
と
す
る
。

　

市
で
は
、
補
助
金
な
ど
の
公
平
性

や
透
明
性
を
高
め
る
う
え
で
、ま
た
、

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
、
補
助
や
助
成
制
度
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
使
途
な

ど
の
情
報
に
つ
い
て
積
極
的
に
公
表

し
て
い
き
ま
す
。

交
付
基
準
の
周
知
・
施
行

　

こ
れ
ら
の
基
本
指
針
と
交
付
基
準

に
つ
い
て
は
、平
成
21
年
度
中
に
担

当
課
か
ら
関
係
団
体
な
ど
に
周
知
を

行
い
、平
成
22
年
度
の
予
算
か
ら
、こ

の
基
準
に
従
っ
て
交
付
を
行
い
ま
す
。

市民一人ひとりがまちづくりの主役となる
　　　　　地域分権型社会への転換を図ります
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１　申し込み方法

　①　金融機関、市役所本庁および各支所、各連絡所の窓口で申し込みの場合

　　　　通帳と届出印を持参してください。（口座振替依頼書は、各窓口に用意してあります）

　②　ハガキで申し込みの場合

　　　�　ハガキは市税務課および各支所市民生活課、各連絡所にあります。電
話などで連絡いただければ郵送します。また、口座振替依頼書は市ホー

ムページからもダウンロードできます。（市トップページ→申請書ダウン

ロード→税金）

　※�口座振替の申し込みは、税金を納める必要がある人ごとに提出する必要が
あります

　※�すでに口座振替を利用している人は、申し込みの必要はありません

２　口座振替ができる金融機関

　　�　第四銀行、北越銀行、大光銀行、きらやか銀行、新潟県労働金庫、村上
信用金庫、新潟懸信用組合、にいがた岩船農業協同組合、かみはやし農業

協同組合、新潟県信用漁業協同組合岩船港支所、ゆうちょ銀行

３　申し込み期限など

　申し込み期限　納期限の月の15日まで

　�　市役所本庁および各支所、各連絡所で受け付けされた口座振替依頼書に記載もれなどがない場合は、申
し込みのあった直後の納期分から振替可能となります。

　※15日以降の申し込みの場合は当月の振替はできません

●平成21年度の市税等納期限（口座振替日）および再振替日一覧表

納　　期 ４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ８月分 ９月分 10月分 11月分 12月分 １月分 ２月分 ３月分

納期限
税　目

４月30日 ６月１日 ６月30日 ７月31日 ８月31日 ９月30日 11月２日 11月30日 12月28日 ２月１日 ３月１日 ３月31日

市 ・ 県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期

固 定 資 産 税
都 市 計 画 税

１期 ２期 ３期 ４期

軽 自 動 車 税 全期

国民健康保険税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期

介 護 保 険 料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

１期 ２期 ３期
４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 12期

再振替日 ５月15日 ６月15日 ７月13日 ８月13日 ９月14日 10月13日 11月13日 12月14日 １月13日 ２月15日 ３月15日 ４月13日

●問い合わせ　税務課収納対策室管理係　☎53－2111（内線211～213）

今年度はありません今年度はありません

市税等の納付には口座振替が便利です
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　今年度の狂犬病集合予防注射は４月から村上・朝日・荒川地区で実施していますが、神林・山北地

区は５月に行いますので、忘れずに受けさせてください。

　なお、村上・朝日・荒川地区にお住まいで、まだ注射を受けさせていない飼い主は、どの会場でも

受けられますので、必ず受けさせてください。

神林・山北地区の狂犬病集合予防注射は５月です

○神林地区
期　　日 注　射　会　場 時　間

５月７日㈭

上助渕コミュニティセンター ９:20～10:20

有明集落開発センター 10:35～11:30

桃川公会堂 13:00～13:50

神林支所車庫前 14:10～15:00

５月８日㈮

川部集落開発センター ９:30～10:00

平林ふれあいセンター 10:10～10:50

牛屋公民館 11:00～11:30

塩谷中央公民館 13:00～13:50

塩谷上地区公民館 13:55～14:05

福田集落開発センター 14:15～14:50

○山北地区
期　　日 注　射　会　場 時　間

５月11日㈪

大沢集落入口 ９:00～９:20

大毎バス停 ９:30～９:50

北中生活改善センター 10:00～10:20

荒川ふるさと会館 10:30～10:40

中津原集落開発センター 10:50～11:00

下大鳥ふれあいセンター 11:15～11:30

板屋沢集落開発センター 11:40～11:50

寒川運送資材置場（勝木） 13:10～13:20

山北支所 13:30～14:00

５月12日㈫

伊呉野消防ポンプ格納車庫 ９:35～９:40

中浜農村研修センター ９:45～９:55

岩崎ふれあいセンター 10:00～10:20

小俣集落佐藤庄平宅前 10:40～10:50

大代バス停 11:00～11:05

雷ふるさと会館 11:15～11:25

荒川口集落林業センター 13:30～13:40

中継集落公民館 13:50～14:00

山熊田集落入口 14:20～14:30

５月13日㈬

桑川生活改善センター ９:25～９:55

笹川集落駐車場 10:05～10:10

板貝集落開発センター 10:20～10:30

脇川集落尾形商店前 10:40～10:45

寒川集落センター 10:50～11:10

寝屋集落開発センター 11:25～11:55

温出農村研修センター 13:30～14:10

山北支所 14:20～15:00

○集合注射の手数料（犬１頭につき）

　・登録済み　3,100円
　　（注射済票交付手数料と注射料）

　・新規登録　6,100円
　　（登録料、注射済票交付手数料と注射料）

○�注射の前後は、犬に激しい運動をさせない
でください。

○�左記日程で都合がつかない人は、村上市役
所本庁駐車場【６月13日㈯　9：00～12：
00】または直接、獣医師の所で注射を受け
てください。ただし、獣医師の所で注射を

受ける場合は手数料が高くなります。

○�犬の飼い主の変更、登録事項の変更、犬が
死亡、行方不明となったときは、市役所本

庁環境衛生課または各支所市民生活課へ

届け出が必要です。

●問い合わせ

　環境衛生課生活環境室

　☎53－2111（内線273）
　神林支所市民生活課生活環境係

　☎66－6111（内線101）
　山北支所市民生活課生活環境係

　☎77－3112
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社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
が

市
の
特
定
健
診
を
受
診
し
た
い
と
き
は
⋮

　

医
療
保
険
者
か
ら
送
ら
れ
る「
特
定
健
診
受
診

券
」と「
保
険
証
」を
持
参
し
て
、市
役
所
本
庁
ま

た
は
各
支
所
の
健
診
担
当
窓
口
で「
特
定
健
診
個

人
記
録
票
」を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、「
保
険
証
」
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、

市
で
行
う
特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
は
市
で
行
う
健
診
の
ほ

か
、そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
保
険
者
が
契
約
し
て
い

る
医
療
機
関
で
受
診
で
き
る
個
別
健
診
も
あ

り
ま
す
。

セ
ッ
ト
健
診
の
申
し
込
み
は
⋮

　

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
は
、セ
ッ
ト
健
診

（
特
定
健
診
・
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
・

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
の
４
つ
を
同
日

に
受
診
で
き
る
健
診
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
日
程
は
市
報
む
ら
か
み
４
月
１
日
号

に
掲
載
）会
場
は
、神
林
地
区（
神
林
保
健
セ
ン

タ
ー
）
ま
た
は
、
朝
日
地
区
（
朝
日
保
健
セ
ン

タ
ー
）と
な
り
ま
す
。希
望
さ
れ
る
場
合
は
、医

療
保
険
者
か
ら
送
ら
れ
る
「
特
定
健
診
受
診

券
」
と
「
保
険
証
」
を
持
参
し
て
直
接
、
神
林
支

所
ま
た
は
朝
日
支
所
の
地
域
福
祉
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、神
林
地
区
で
の
セ
ッ
ト
健
診
は
、会
場

準
備
の
都
合
上
、５
月
22
日
㈮
に
申
し
込
み
を
締

め
切
り
ま
す
。ま
た
、受
付
可
能
人
数
に
達
し
た

場
合
は
、そ
の
時
点
で
締
め
切
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）

　

神
林
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
衛
生
係

　

☎
66
‐
６
１
１
１（
内
線
１
１
１
）

　

朝
日
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
衛
生
係

　

☎
72
‐
６
８
８
７

　

40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
、
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
が
、
市
町
村

や
健
診
機
関
が
行
う
特
定
健
康
診
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
医

療
保
険
者
（
保
険
証
の
発
行
者
）
か
ら
送
ら
れ
る
「
特
定
健
診
受
診
券
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

社
会
保
険
等
被
扶
養
者
の

特
定
健
康
診
査
を
受
け
る
に
は

　住民基本台帳カード（以下「住基カード」と表示）が、４月20日㈪から、本人確認機能が強化された
新しいカードに変わりました。※今までの住基カードも引き続き使用可能です

　セキュリティー機能が向上し、次のことが変わりました。

　①ICチップ内に券面事項（氏名、生年月日、住所など）を書き込み、偽造防止に役だちます。
　②ご希望により共通ロゴマークシールを貼付し、全国共通のデザインとなります。

　③QRコードを印刷し、ICチップ内の情報の組み合わせにより、年齢確認が可能となります。
　※�本人確認書類としての「写真付き住基カード」の重要性が増しています。特に運転免許証など顔写

真付きの身分証明証をお持ちでない人は、本人確認書類としての役割を果たします

◆住基カードの交付申請手続き

　申 請 場 所　本庁および各支所の市民・年金係

　必要なもの　・写真（縦4.5㎝×横3.5cm）１枚
　　　　　　　・運転免許証、パスポートなどの官公署が発行した

　　　　　　　　顔写真付きの証明書

　　　　　　　　（お持ちでない人は、郵送による本人照会を行います）

　手　数　料　無料（平成23年３月31日まで）

●問い合わせ　市民課市民・年金係　☎53－2111（内線282）

住民基本台帳カードが変わりました！

①ICチップ

▲

②共通
　ロゴマーク

▲

▲③QRコード
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環境基本条例を制定

　村上市は、豊かな自然環境から多くの恩恵を受け、先人のたゆみない努

力により歴史と文化と産業のまちとして発展してきました。この良好で快

適な環境を保全し、将来の世代に引き継いでいくために、市ではこのほど

施策の基本となる事項を定める環境基本条例を制定しました。

　

環
境
基
本
条
例
は
、環
境
に
関
す
る
具
体
的

な
規
制
や
支
援
方
法
を
定
め
た
条
例
で
は
な

く
、
良
好
で
快
適
な
環
境
を
保
全
し
、
将
来
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
基
本
と
な

る
考
え
方
、市
や
市
民
、事
業
者
、団
体
な
ど
の

役
割
な
ど
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
市

の
基
本
姿
勢
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

市
民
や
市
、事
業
者
、団
体
な
ど
が
、互
い
に

協
力
し
合
い
、
学
び
合
い
、
自
ら
参
加
し
て
環

境
問
題
を
解
決
し
、
村
上
市
の
豊
か
で
美
し
く

良
好
な
環
境
を
守
り
育
て
る
た
め
に
積
極
的

に
行
動
す
る
と
い
う
考
え
方
を
示
し
、
そ
の
た

め
の
仕
組
み
を
定
め
ま
し
た
。

　

今
日
の
環
境
問
題
の
多
く
は
、私
た
ち
の
日

常
生
活
や
事
業
活
動
そ
の
も
の
が
環
境
へ
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、市

民
一
人
ひ
と
り
が
、
日
常
生
活
の
中
で
暮
ら
し

や
す
い
良
好
な
環
境
と
は
何
か
、環
境
に
悪
い

影
響
を
及
ぼ
す
の
は
、ど
ん
な
こ
と
か
を
考
え

な
が
ら
、
環
境
を
守
り
、
は
ぐ
く
む
た
め
に
で

き
る
こ
と
か
ら
行
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

環
境
基
本
条
例
っ
て
ど
ん
な
条
例
？

市
民
の
役
割
は
？

こ
れ
か
ら
何
を
す
る
の
？

　

環
境
問
題
を
解
決
し
、環
境
を
守
り
育
て
る

た
め
の
具
体
的
な
施
策
は
、こ
の
条
例
に
基
づ

い
て
策
定
す
る
環
境
基
本
計
画
で
明
ら
か
に

し
ま
す
。

　

環
境
基
本
計
画
は
今
年
度
と
来
年
度
の
２

年
を
か
け
て
策
定
し
ま
す
。策
定
に
あ
た
っ
て

は
市
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地
域
懇

談
会
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

環
境
衛
生
課
生
活
環
境
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
７
１
、２
７
２
）

　

条
例
の
全
文
と
条
例
の
解
説
（
条
例
の

目
的
や
内
容
を
解
説
）
を
、
市
役
所
本
庁

環
境
衛
生
課
生
活
環
境
室
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。［
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
各

課
の
ご
案
内
→
環
境
衛
生
課
→
環
境
基

本
条
例
］
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燃えつくせ！　君のパワーを　村上で
（村上市国体スローガン）

○問い合わせ　国体課村上分室（☎53－2202）

相撲 銃剣道 トライアスロン スケートボード 3B体操 リズム体操高等学校軟式野球（軟式）

デ
モ
ス
ポ
行
事

参
加
者
募
集
し
ま
す
！

　

「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
」
デ
モ
ス
ポ
の

参
加
者
の
募
集
が
始
ま
り
ま
す
。

市
で
は
、

・
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

・
リ
ズ
ム
体
操

・
３
Ｂ
体
操

の
３
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

行
事
に
よ
っ
て
、
参
加
資
格
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　

５
月
11
日
㈪
〜
６
月
26
日
㈮

※�

各
行
事
と
も
に
先
着
順
の
選
考
と

な
り
ま
す

村
上
市
開
催
競
技

を
紹
介
し
ま
す
！
⑥

銃　

剣　

道

競
技
紹
介

　

木
も
く
じ
ゅ
う

銃
と
呼
ば
れ
る
樫
の
木
な
ど
で

作
ら
れ
た
長
さ
１
６
６
cm
の
銃
形
を

し
た
用
具
を
使
用
し
て
相
手
と
突
き

合
う
競
技
で
す
。

　

勝
敗
を
決
め
る
有
効
な
突
き
は
、

充
実
し
た
気
勢
、
正
し
い
姿
勢
で
剣

筋
正
し
く
有
効
部
位
を
突
き
、
引
き

抜
い
た
後
に
残
心
（
油
断
の
な
い
こ

と
）
の
あ
る
技
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
奥
の
深
い
武
道
で
す
。

競
技
日

　

と　

き　

10
月
３
日
㈯
〜
５
日
㈪

　

と
こ
ろ　

神
林
総
合
体
育
館

競
技
方
法

　

一
チ
ー
ム
３
人
の
団
体
戦
で
行
わ

れ
ま
す
。
５
分
間
の
３
本
勝
負
を
原

則
と
し
て
、
２
本
先
取
し
た
者
を
勝

ち
と
し
ま
す
。
勝
敗
が
決
し
な
い
場

合
は
延
長
２
分
を
行
い
、
そ
れ
で
も

勝
敗
が
決
し
な
い
場
合
は
判
定
と
な

り
ま
す
。

参
加
資
格

　

成
年
男
子
は
、
各
都
道
府
県
予
選

で
決
定
し
た
代
表
選
手
。

　

少
年
男
子
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

で
決
定
し
た
代
表
選
手
。

問
い
合
わ
せ

　

�

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
村
上
市
実
行

委
員
会　

☎
77
‐
４
０
５
４

みんなで盛り上げよう！

村上市公式ポスターが完成！
トキめき新潟国体村上市会場のポス
ターが完成しました。

　個人（または事業所）で掲示して、ＰＲし
ていただける人を募集しています。（原則
として、一人１枚）国体課村上分室まで。

○ホームページ　http://www.city.murakami.niigata.jp/sanpoku/kokutai/sinsi_index.html

申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、押
印
の
上
、郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

18
歳
以
下
の
人
の
申
し
込
み
は
、保

護
者
の
同
意
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

※�

申
込
用
紙
は
、
新
潟
県
実
行
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

tokkikki.jp

）
、
ま
た
は
村
上
市
実

行
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

　

〒
９
５
９
‐
３
９
０
７

　

村
上
市
府
屋
２
３
２

　

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
村
上
市
実

　

行
委
員
会
事
務
局

　

（
村
上
市
企
画
部
国
体
課
内
）

☎
77
‐
４
０
５
４
、FAX  
60
‐
５
０
６
２

「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」

開
会
式
観
覧
者
募
集

　

一
般
観
覧
者
開
会
式
入
場
券
の
申

込
受
付
を
次
の
と
お
り
開
始
し
ま
す
。

と　

き　

９
月
26
日
㈯

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

　

式
典
前
演
技

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

　

開
式

　
　
　
　

午
後
１
時
51
分
〜

と

こ

ろ

　

�

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム（
新
潟
市
中
央
区
）

募
集
人
数

　

約
20
，０
０
０
人

入

場

料

　

�

１
，
０
０
０
円
（
小
学
生
以
下
は

５
０
０
円
）

募
集
期
間�

　

５
月
11
日
㈪
〜
６
月
22
日
㈪

申
込
方
法 

　

�

申
込
用
紙
郵
送
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
。

注
意
事
項

　

�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
に

な
り
ま
す
。当
日
券
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ

　
�

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
・
ト
キ
め
き

新
潟
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
７
０
８
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第23回

笹川流れマラソン大会

第23回　笹川流れマラソン大会入賞者の皆さん（敬称略）

3㎞小学生男子4 ～ 6年生

1 斎藤　優輔 鶴岡市 0.11.30

2 才村　流成 秋田市 0.11.30

3 伊藤　祐平 酒田市 0.11.46

3㎞小学生女子4～6年生

1 石垣　加代 遊佐町 0.12.01

2 星　　寛子 新潟市 0.12.16

3 高科　　唯 五泉市 0.12.33

3㎞中学生男子

1 八木　和樹 新潟市 0.10.08

2 三留　貴之 鶴ヶ島市 0.10.10

3 相馬　一生 村上市 0.10.14

3㎞中学生男子

1 加藤　千尋 鶴ヶ島市 0.11.09

2 加藤麻美子 新潟市 0.11.25

3 佐野茉由子 鶴ヶ島市 0.11.52

10㎞男子29歳以下

1 羽田　清悦 阿賀野市 0.33.32

2 平山　洋亮 村上市 0.33.54

3 五頭　智彦 新潟市 0.34.04

10㎞男子30歳代

1 中村　神治 新発田市 0.33.57

2 高井　　滋 三条市 0.34.12

3 村山　　亘 新潟市 0.35.36

10㎞男子40歳代

1 小林　昌範 新潟市 0.34.29

2 茂内　　孝 秋田市 0.35.29

3 成海　　昇 阿賀野市 0.35.43

10㎞男子50歳代

1 井畑　勝男 新発田市 0.39.25

2 中野　次郎 入間市 0.40.07

3 成澤　　均 鶴岡市 0.40.12

10㎞男子60歳以上

1 山口　　勲 新潟市 0.40.10

2 丸山　　均 新潟市 0.41.22

3 南　　公隆 鶴ヶ島市 0.44.25

10㎞女子34歳以下

1 小細沢葉月 鶴岡市 0.39.52

2 横田　理奈 坂戸市 0.40.29

3 梶　　昌美 新潟市 0.41.09

10㎞女子35歳以上49歳以下

1 川島　昌子 新潟市 0.41.18

2 山田　博美 新潟市 0.41.27

3 荻原　政子 新潟市 0.41.33

10㎞女子50歳以上

1 高橋　愛子 長岡市 0.45.58

2 木村　明美 新潟市 0.48.07

3 千葉　正子 名取市 0.48.22

ハーフ男子29歳以下

1 肥田野　勉 新潟市 1.15.06

2 相馬　正樹 栗原市 1.18.06

3 田中　裕介 村上市 1.21.49

ハーフ男子30歳代

1 小杉　英樹 十日町市 1.12.57

2 遠藤　佳昭 新潟市 1.14.13

3 鬼島　政春 阿賀野市 1.18.36

ハーフ男子40歳代

1 秋野　文宏 新潟市 1.18.45

2 阿部　　武 茂原市 1.19.22

3 永井　保雄 新潟市 1.20.04

ハーフ男子50歳代

1 山口　芳夫 新潟市 1.20.17

2 長谷川伸次 村上市 1.23.58

3 椎名　克行 新潟市 1.25.52

ハーフ男子60歳以上

1 田中　克幸 村上市 1.32.44

2 高橋　　進 酒田市 1.32.53

3 鈴木　峰夫 新潟市 1.34.48

ハーフ女子34歳以下

1 中村栄美子 新潟市 1.23.49

2 増田亜希子 胎内市 1.25.04

3 長谷川奈々 新潟市 1.28.13

ハーフ女子35歳以上49歳以下

1 堤　　佳子 仙台市 1.30.13

2 田中　友子 新潟市 1.33.45

3 今野　順子 酒田市 1.40.39

ハーフ女子50歳以上

1 秋田　秀子 にかほ市 1.38.23

2 金子美保子 江東区 1.41.17

3 柿倉　千佐 長岡市 1.50.38

　春の訪れを告げる第23回笹川流れ

マラソン大会が、今年も晴天の下、4

月５日㈰に開催されました。

　ランナーの皆さんは、前日までに中

学生や民宿組合、地元集落の皆さんで

清掃され、きれいになった競技コース

を気持ち良く力走していました。

　大会の運営に協力いただいた皆さ

ん、沿道で大きな声援を送ってくれた

皆さんに心から御礼申し上げます。

潮風・ふれあい・さわやかＲＵＮ　2，020人が快走！
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　アイヌ民族として生まれた酒井

美
み

直
な

さん。差別や偏見が根強い環境

の中で、アイヌ民族であることを隠

して育ちました。カナダを訪れた際

に、先住民族の歌や踊り、文化に誇

りを持ち表現する姿に衝撃を受け、

これまで抱いていたアイヌである

ことからくる自己否定から解放さ

れ、アイヌの誇りを次世代に継承し

ていくことを決意し、アイヌ文化の継承・啓発活動に取り組

んでいます。

　今回の講座は、トークだけでなく歌や踊りを見ることがで

きます。アイヌの人々が置かれている現状について考え、感

じてみませんか。

と　き　６月21日㈰　午後２時～３時30分
ところ　教育情報センター　視聴覚ホール

講　師　酒井美直　氏

講演・パフォーマンス

　　　　アイヌ　プライド～私の生きる道～

入　場　無料（先着200人）
※�入場整理券は、各地区公民館および教育情報センターで５
月25日㈪から取り扱いします。なお、入場券は、１人３枚
限りとさせていただきます

介
護
保
険
ひ
と
く
ち
メ
モ

〜
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
は
？
〜

　

認
知
症
の
高
齢
者
は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
２
年
に
全
国
で
約
１
５
０
万
人
い
た
と
さ
れ
る
認
知
症

高
齢
者
が
、
２
０
１
５
年
に
は
２
５
０
万
人
に
な
る
と
い
う
厚
生

労
働
省
の
推
計
が
あ
り
ま
す
。

　

急
速
に
増
加
す
る
認
知
症
高
齢
者
や
そ
の
ご
家
族
を
支
え
る
た

め
、
認
知
症
高
齢
者
に
対
応
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
、
認

知
症
に
つ
い
て
の
知
識
や
経
験
を
持
っ
た
介
護
士
な
ど
も
年
々
増

え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
認
知
症
対
応
型
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
認
知
症
高
齢
者
に
対
し
、
共
同
生
活

住
居
で
の
入
浴
や
排
泄
、
食
事
な
ど
の
介
護
等
の
日
常
生
活
上
の

世
話
と
機
能
訓
練
を
行
い
、
能
力
に
応
じ
、
自
立
し
た
日
常
生
活

を
送
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
大
規
模
な
介
護
施
設
と
は
異
な
り
、
家

庭
的
な
環
境
で
施
設
の
あ
る
地
域
の
住
民
と
交
流
を
図
る
な
ど
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用
す
る
前
の
生
活
を
あ
ま
り
変
え
る
こ
と

な
く
、
暮
ら
せ
る
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
に
は
、
現
在
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
７
カ
所
あ
り
、
81
人
が
利

用
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
係　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
６
１
）

村上市教育委員会主催事業のご案内
●問い合わせ　生涯学習課　☎72－6881

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
お
な
じ
み
の
「
ざ
わ
ざ
わ
森
の
が
ん
こ

ち
ゃ
ん
」や「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
の
ワ
ン
ワ
ン
」の
人

形
制
作
・
美
術
担
当
の
劇
団
が
、文
化
会
館
に
や
っ
て

き
ま
す
。劇
団
プ
ー
ク
の
演
劇
を
ぜ
ひ
ご
家
族
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
育
児
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
の
で
、利
用
を

希
望
す
る
人
は
、事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
14
日
㈰　

午
後
２
時　

開
場（
２
時
30
分　

開
演
）

と
こ
ろ　

村
上
市
総
合
文
化
会
館（
旧
朝
日
村
総
合
文
化
会
館
）

料　

金　

一
人
５
０
０
円（
３
歳
以
下
は
無
料
）

※�

入
場
券
は
、５
月
14
日
㈭
か
ら
各
地
区
公
民
館
で
取
り
扱
い
し
ま
す
。

　

な
お
、料
金
は
当
日
、会
場
受
付
時
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す

「誰もが自分らしく生きられる社会を目指して」

人権講座

ゾウの鼻はどうして長いの？
「しりたがりやのゾウさん」

なぜ？なぜ？ものがたり

人形劇団プークがやってくる！
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包括支援
センター
だより

みんなで生き生き水中運動

　健康のために運動をしたくても、加齢とともに起こるひざや腰の痛みのため、陸上での運動が行えない人

が増えています。そのような場合は、ひざや腰の負担が少ない「水中運動」をお勧めします。

●高齢者水中運動教室

　対象者　村上市在住の65歳以上で水中運動が可能な人
【村上会場】

　と　き　６月～１月の第１・２・４水曜日（午前９時30分～約１時間）
　ところ　総合スポーツクラブ　アファス村上（仲間町639－１）
　講　師　総合スポーツクラブ　アファス村上　指導員

　参加費　１回1,050円　（そのほかに保険料として実費をいただきます）
【朝日会場】

　と　き　６月～１月の第１・２・４火曜日（午前10時～11時30分）
　ところ　朝日きれい館

　講　師　総合型スポーツクラブ　ウェルネスむらかみ　指導員

　参加費　１回1,000円（きれい館の会員は無料。そのほかに保険料として実費をいただきます）

介護予防事業のお知らせ

㆒　浮力─�水には「浮力」があり、ひざに体重という負担をかけずに運動
することができるため、ひざの筋力を強化できます。

㆓　水圧─�「水圧」がかかることにより自然と深い腹式呼吸となり、呼吸
筋が強化され心肺機能が高まります。多少動いても疲れず、風

邪にかかりにくくなります。

叅　水温─�水温は体温より低いため、プールに入っているだけで体温を下
げないように体内のエネルギー生産を活発にするので、エネル

ギー消費が高まります。

㆕　抵抗─�水中では水の「抵抗」を感じます。この「抵抗」がちょうどよ
い負荷となり簡単な運動でも効果が高まります。

水中運動の効果

　要介護認定を受ける人で申請時の多い状態のひとつに「ひざ、腰の痛み」があります。水中運動は、介護

予防に効果的で、この運動により、「腰やひざの痛みが軽減した（70代女性）」、「体が軽くなり、つまずく回
数が少なくなった（60代女性）」などの声が聞かれます。皆さんも水中運動をはじめてみませんか。

注意　心臓が悪いなど治療中の病気がある人は、主治医の許可を得てください。

●問い合わせ

　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線364）
　荒川支所地域福祉課介護保険係　☎62－0095、神林支所地域福祉課介護保険係　☎66－6111（内線121）
　朝日支所地域福祉課介護保険係　☎72－6887、山北支所地域福祉課介護保険係　☎77－4053
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【
部
長
級
10
人
】

▼
市
民
部
長（
市
民
課
長
事
務
取
扱
）

阿
部
正
一
▼
福
祉
保
健
部
長　

佐
藤

正
幸
＝
昇
任
＝
▼
都
市
整
備
部
長

（
建
設
課
長
事
務
取
扱
）　

五
十
嵐
孝

次
＝
昇
任
＝
▼
上
下
水
道
部
長　

渡

辺
成
一
＝
昇
任
＝
▼
会
計
管
理
者

（
会
計
課
長
事
務
取
扱
）吉
川
強
＝
昇

任
＝
▼
教
育
部
長　

平
山
浩
（
前

職　

新
潟
県
教
育
委
員
会
）
▼
荒
川

支
所
長
（
地
域
振
興
課
長
事
務
取

扱
）　

平
野
俊
之
▼
神
林
支
所
長（
地

域
振
興
課
長
事
務
取
扱
）　

田
村
豊

▼
朝
日
支
所
長
（
地
域
振
興
課
長
事

務
取
扱
）　

佐
藤
健
吉
＝
昇
任
＝
▼

山
北
支
所
長
（
地
域
振
興
課
長
事
務

取
扱
）　

富
樫
昌
平
＝
昇
任
＝

【
課
長
級
21
人
】

▼
総
務
部
財
政
課
長　

佐
藤
昭
一
▼

市
民
部
税
務
課
長　

板
垣
純
一
▼
市

民
部
環
境
衛
生
課
長　

増
子
要
作
▼

福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
長　

斎
藤

勉
＝
昇
任
＝
▼
産
業
観
光
部
農
林
水

産
課
長　

本
間
誠
一
▼
産
業
観
光
部

商
工
観
光
課
参
事
（
み
ど
り
の
里
館

長
）　

斎
藤
泰
輝
＝
昇
任
＝
▼
都
市

整
備
部
都
市
計
画
課
長　

船
山
三
喜

雄
▼
上
下
水
道
部
下
水
道
課
長　

田

島
正
昭
▼
教
育
部
文
化
行
政
課
長　

太
田
薫
▼
選
管
・
監
査
事
務
局
長　

板
垣
圭
▼
教
育
部
村
上
事
務
所
教
育

課
長　

林
与
市
次
＝
昇
任
＝
▼
荒
川

支
所
地
域
福
祉
課
長　

後
藤
智
秀
▼

荒
川
支
所
産
業
課
長　

須
貝
隆
＝
昇

任
＝
▼
荒
川
支
所
建
設
水
道
課
長　

奈
良
橋
渉
＝
昇
任
＝
▼
神
林
支
所
市

民
生
活
課
長　

佐
藤
幸
夫
▼
朝
日
支

所
市
民
生
活
課
長　

渡
辺
慶
子
＝
昇

任
＝
▼
朝
日
支
所
産
業
課
長　

佐
藤

多
悦
▼
朝
日
支
所
建
設
水
道
課
長　

吉
村
和
昭
▼
山
北
支
所
産
業
課
長　

斎
藤
寿
昭
＝
昇
任
＝
▼
村
上
市
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局
長　

楠
田
正
＝

派
遣
＝
▼
㈶
イ
ヨ
ボ
ヤ
の
里
開
発
公

社
事
務
局
長　

渡
辺
欽
也
＝
派
遣
＝

【
新
採
用
者
12
人
】

▼
市
民
部
税
務
課
主
事　

中
村
優
也

▼
福
祉
保
健
部
保
健
医
療
課
主
事　

渡
邊
彩
▼
福
祉
保
健
部
介
護
高
齢
課

主
事　

貴
舩
愛
美
▼
上
下
水
道
部
水

道
局
主
事　

岸
和
也
▼
教
育
部
学
校

教
育
課
主
事　

遠
山
剛
▼
教
育
部
文

化
行
政
課
主
事　

齋
藤
豊
▼
消
防
本

部
総
務
課
消
防
士　

大
越
竜
也
▼
消

防
本
部
総
務
課
消
防
士　

加
藤
俊
貴

▼
消
防
本
部
総
務
課
消
防
士　

吉
川

誠
▼
消
防
本
部
総
務
課
消
防
士　

玉

木
大
輔
▼
消
防
本
部
総
務
課
消
防

士　

板
垣
剛
▼
消
防
本
部
総
務
課
消

防
士　

吉
村
文
也

【
退
職
者
48
人
】

（
３
月
31
日
付
け
）

▼
福
祉
保
健
部
長　

小
田
均
▼
都
市

整
備
部
長　

須
田
徹
▼
上
下
水
道
部

長　

鈴
木
文
雄
▼
会
計
管
理
者　

吉

村
澄
子
▼
教
育
部
長　

小
野
泰
三
▼

朝
日
支
所
長　

板
垣
一
弘
▼
山
北
支

所
長　

佐
藤
壮
一
▼
市
民
部
市
民
課

長　

須
貝
伸
一
▼
市
民
部
環
境
衛
生

課
長　

本
間
太
一
▼
産
業
観
光
部
農

林
水
産
課
長　

竹
内
友
二
▼
教
育
部

文
化
行
政
課
長　

板
垣
寿
弘
▼
教
育

部
村
上
事
務
所
教
育
課
長　

佐
藤
正

榮
治
▼
朝
日
支
所
地
域
振
興
課
長　

富
樫
真
理
▼
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉

課
長
補
佐
（
向
ヶ
丘
保
育
園
長
事
務

取
扱
）　

伊
與
部
恵
美
子
▼
福
祉
保

健
部
社
会
福
祉
課
長
補
佐
（
塩
谷
保

育
園
長
事
務
取
扱
）　

中
村
エ
ミ
子

▼
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
長
補
佐

（
平
林
保
育
園
長
事
務
取
扱
）　

東
間

ト
ム
子
▼
神
林
支
所
地
域
福
祉
課
長

補
佐（
保
健
衛
生
係
長
事
務
取
扱
）　

木
村
和
子
▼
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉

課
副
参
事
（
山
辺
里
保
育
園
長
事
務

取
扱
）　

三
浦
紀
志
子
▼
福
祉
保
健

部
社
会
福
祉
課
副
参
事
（
第
一
保
育

園
長
事
務
取
扱
）　

本
保
す
み
子
▼

福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
副
参
事

（
山
北
お
お
ぞ
ら
保
育
園
長
事
務
取

扱
）　

佐
藤
由
美
子
▼
教
育
部
荒
川

事
務
所
教
育
課
副
参
事
（
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
長
事
務
取
扱
）
阿
部
節
生
▼

福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
主
査　

本

間
優
子
▼
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課

技
能
員　

遠
山
厚
子
▼
福
祉
保
健
部

社
会
福
祉
課
技
能
員　

石
田
し
ん
▼

教
育
部
学
校
教
育
課
技
能
員　

山
崎

幸
栄
▼
教
育
部
学
校
教
育
課
技
能

員　

佐
藤
ア
ツ
子
▼
教
育
部
学
校
教

育
課
技
能
員　

樋
口
惠
▼
教
育
部
学

校
教
育
課
技
能
員　

木
場
や
い
子
▼

教
育
部
学
校
教
育
課
技
能
員　

大
滝

和
雄
▼
教
育
部
学
校
教
育
課
技
能

員　

板
垣
芳
江
▼
消
防
本
部
神
林
分

署
長　

伴
田
定
男
▼
消
防
本
部
山
北

分
署
主
任　

増
子
正
人
▼
荒
川
支
所

地
域
福
祉
課
長　

川
﨑
正
史
▼
荒
川

支
所
産
業
課
長　

斉
藤
久
佳
▼
農
業

委
員
会
事
務
局
山
北
事
務
所
課
長
代

理（
庶
務
係
長
事
務
取
扱
）　

佐
藤
勝

敏
▼
山
北
支
所
産
業
課
長
代
理
（
観

光
商
工
係
長
事
務
取
扱
）　

斎
藤
俊

蔵
▼
教
育
部
荒
川
事
務
所
教
育
課
長

代
理（
学
校
教
育
係
長
事
務
取
扱
）　

佐
久
間
法
子
▼
荒
川
支
所
地
域
振
興

課
副
参
事　

山
田
小
一
郎
▼
朝
日
支

所
地
域
振
興
課
副
参
事
（
統
計
情
報

係
長
事
務
取
扱
）　

佐
藤
禎
子
▼
朝

日
支
所
市
民
生
活
課
副
参
事
（
市

民
・
年
金
係
長
事
務
取
扱
）　

田
村

み
い
▼
教
育
部
学
校
教
育
課
技
能

員　

渡
辺
久
美
子
▼
消
防
本
部
予
防

課
長　

若
林
三
男
▼
消
防
本
部
消
防

署
消
防
主
幹
（
防
災
安
全
第
２
係
長

事
務
取
扱
）　

相
馬
三
良
▼
消
防
本

部
神
林
分
署
副
主
任　

小
田
捷
寿
▼

消
防
本
部
山
北
分
署
副
主
任　

本
間

達
雄
▼
消
防
本
部
関
川
分
署
副
主

任　

平
田
文
雄
▼
教
育
部
学
校
教
育

課
管
理
主
事　

片
岡
孝
一
▼
荒
川
支

所
地
域
福
祉
課
保
健
師　

渡
辺
良
美

４
月
１
日
か
ら 

組
織
の
一
部
が
変
わ
り
ま
し
た

・�

市
民
課
長
お
よ
び
会
計
課
長
、
建

設
課
長
を
そ
れ
ぞ
れ
部
長
が
兼
務

・�

人
権
担
当
も
含
め
、市
民
課
に「
生

活
人
権
室
」を
新
設

・�

市
民
課
市
民
係
を
「
市
民
課
市

民
・
年
金
係
」に
係
名
を
変
更

・�

支
所
の
地
域
振
興
課
長
を
支
所
長

が
兼
務

・�

支
所
の
地
域
振
興
課
総
務
係
と
防

災
防
犯
係
を
統
合
し
、「
総
務
防
災

係
」を
新
設

・�

支
所
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務

を
地
域
福
祉
課
介
護
保
険
係
が
担

当

市
役
所
職
員
の
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
け
・
課
長
級
以
上
）
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村上サポステ（若年の職業的自立支援事業）活動報告

専門学校　1
大学　2

パート・
アルバイト　6

派遣社員　3

正社員　6

（単位：人）

契約・臨時
社員　2

　地域若者サポートステーションは、厚生労働省の自立支援事業の一環で地方自治体主導のもと、義務教育

終了後の15歳からおおむね35歳の人の職業的自立を支援することを目的に設置されました。
　村上地域若者サポートステーションは平成20年７月から、相談支援や居場所、保護者向けセミナーなどさ
まざまな活動を行っています。今号では、その活動状況を紹介します。

１　活動実績　（平成20年７月～平成21年３月末）
　　　利用状況および実績（登録者　62人、利用延べ人数　875人）

ステップ４

＜進路決定＞� 20人
（内訳）　就職 17人
　　　　　進学 ３人

ステップ３

ステップ２

ステップ１

＜具体的な就職準備段階＞　12人
　資格取得講座　受講

　応募書類作成／模擬面接コース

　ビジネスマナー　ほか

＜セミナー・職場見学・仕事体験＞

　セミナー実施回数　199回
　セミナー参加延べ人数　573人

＜相談＞

　相談（来所・電話・メール含む）件数　344件
　内訳（本人283件、保護者50件、ほか11件）

２　進路決定者の内訳

進路決定者は、20人
進路決定率　37.2％
就職先は村上地域が65％

３　それぞれの機関が連携できるシステムを
　　�　昨年９月に行ったアンケート結果から、この地区のサポステ利用対象者は約200人以上です。原因は
さまざまで不登校から卒業後、そのまま引きこもる例が多く、年々新たな対象者が生まれています。そ

れに加え、景気の低迷により就職、定着が難しくなっていることもあり、就業後の定着支援もサポステ

の大切な役割と考えています。現在、国は「青少年総合対策推進法」の制定を目指していますが、今後

は当事者本人へのアプローチにとどまらず、それを取り巻く家庭や学校、地域、企業などに対するアプ

ローチも必要であり、そのためにはそれぞれの機関が連携していけるシステムを早急に構築しなければ

なりません。

●問い合わせ　村上地域若者サポートステーション　☎50－1553
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「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

人
に
感
染
す
る
の
で
す
か
？
」

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
主
に
口
や
鼻
な

ど
の
呼
吸
器
を
通
じ
て
、人
に
感
染
し
ま
す
。

現
在
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
鳥

の
間
で
感
染
し
て
い
く
「
ト
リ
型
」
で
す
の

で
、
人
に
は
、
簡
単
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
大
量
の
ウ
イ
ル
ス
が
気
管
支
の
奥
ま

で
入
り
込
む
と
、
感
染
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

死
ん
だ
鳥
や
野
鳥
な
ど
に
直
接
触
れ
な
い

こ
と
が
、
予
防
の
第
一
歩
で
す
。
ま
た
、
糞ふ

ん

に

も
ウ
イ
ル
ス
が
潜
ん
で
い
ま
す
の
で
、
手
な

ど
に
つ
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

「
な
ぜ
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
が
近
い
と
考
え
ら

れ
る
の
で
す
か
？
」

　

鳥
か
ら
鳥
に
感
染
し
て
い
る
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
、
変
異
し
て
人
間
に
感
染
し
た
と

い
う
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年

９
月
10
日
に
公
表
さ
れ
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保

健
機
関
）
の
報
告
で
は
、「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
に
感
染
し
た
人
は
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に

３
８
７
人
で
、そ
の
う
ち
、２
４
５
人
が
死
亡

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」に
感
染
し
た

人
の
ウ
イ
ル
ス
が
変
異
し
て
、
人
か
ら
人
に

感
染
す
る
よ
う
に
な
る
と
「
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
」の
発
生
と
な
り
ま
す
。

　

鳥
の
間
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し

た
時
点
で
、
感
染
の
可
能
性
の
あ
る
鳥
を
処

分
し
て
い
る
の
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
増
進
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
１
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
）に
備
え
よ
う

正
し
い
知
識
で
自
分
を
守
ろ
う

こ
ん
に
ち
は
！ 

保
健
師
で
す

30
歳
代
男
性
の
約
３
割
に
健
康
不
安

特
定
健
診
の
受
診
を

　

昨
年
行
っ
た
村
上
市
の
基
本
健
診
で
は
、30

歳
代
男
性
の
約
３
割
の
人
が
、中
性
脂
肪
と
肝

機
能
の
数
値
が
高
く
、Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
（
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
の
数
値
が
低
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
30
歳
代
か
ら
、
こ
の
結

果
で
は
将
来
の
健
康
状
態
が
心
配
で
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、運
動
不
足
や
暴
飲
暴

食
、喫
煙
な
ど
の
積
み
重
ね
に
よ
り
内
臓
脂
肪

が
少
し
ず
つ
た
ま
る
と
、血
糖
値
の
安
定
を
保

つ
た
め
に
重
要
な
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
悪

く
な
り
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
に
な
り
ま
す
。
検

査
値
の
一
つ
ひ
と
つ
に
大
き
な
異
常
は
な
く

て
も
、わ
ず
か
な
検
査
値
の
異
常
が
重
な
る
こ

と
で
血
管
が
傷
み
、
動
脈
硬
化
と
な
り
、
つ
い

に
は
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
病
気
に

す
す
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
病
気
と
関

連
の
あ
る
血
糖
値
や
肝
機
能
の
状
態
は
、血
液

検
査
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の

た
め
、基
本
健
診
で
自
分
の
身
体
の
中
を
流
れ

て
い
る
血
液
の
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
す
。

　

血
液
検
査
は
、
30
歳
代
の
場
合
、
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
に
関
係
な
く
、市
の
基
本
健
診

で
血
液
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
は
、医
療
保
険
者
が
実

施
す
る
特
定
健
診
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
診
で
は
、
血
液
検
査
の
ほ
か
、
内
臓

脂
肪
型
肥
満
か
ど
う
か
の
目
安
で
あ
る
、腹
囲

測
定
や
、血
圧
測
定
の
検
査
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
健
康
維
持
の
た
め
、
年
１
回
は
血
液
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
増
進
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
１
）

　

各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
衛
生
係

　

荒
川
地
区

　
　

☎
62
‐
３
１
０
１（
内
線
１
２
５
）

　

神
林
地
区

　
　

☎
66
‐
６
１
１
１（
内
線
１
１
１
）

　

朝
日
地
区　

☎
72
‐
６
８
８
７

　

山
北
地
区　

☎
77
‐
３
１
１
３
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食
育
だ
よ
り

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
健
全
に
育
つ
上
で
大

切
な「
食
」に
関
す
る
情
報
を
毎
月
、施
設
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

　

今
月
は
保
育
園
で
の
取
り
組
み
で
す
。

　

保
育
園
で
は
、元
気
い
っ
ぱ
い
に
遊
ん
だ
後
は
、大
好
き
な
給
食

の
時
間
で
す
。ち
ょ
っ
ぴ
り
苦
手
な
物
は
あ
っ
て
も
、み
ん
な
で
食

べ
る
と
お
い
し
い
も
の
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、一
人
ひ
と

り
の
食
べ
る
意
欲
を
大
切

に
し
な
が
ら
、楽
し
い
食
事

の
雰
囲
気
づ
く
り
を
こ
こ

ろ
が
け
、「
健
や
か
な
心
と

体
」を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー

　

「
春
野
菜
シ
チ
ュ
ー
」材
料
４
人
分

　

鶏
肉
80
ｇ
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
１
６
０
ｇ
、ニ
ン
ジ
ン
60
ｇ
、タ
マ

ネ
ギ
１
２
０
ｇ
、コ
ー
ン
40
ｇ
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
40
ｇ
、シ
メ
ジ

40
ｇ
、生
ク
リ
ー
ム
40 

cc

　

「
ホ
ワ
イ
ト
ル
ー
」の
具
材　

バ
タ
ー
16
ｇ
、小
麦
粉
20
ｇ
、牛

乳
２
４
０
cc
、コ
ン
ソ
メ
４
ｇ
、塩
・
コ
シ
ョ
ウ

①�

鍋
に
バ
タ
ー
を
溶
か
し
、小
麦
粉
を
炒
め
、バ
サ
バ
サ
状
態
に

な
っ
た
ら
、牛
乳
を
少
し
ず
つ
加
え
、ホ
ワ
イ
ト
ル
ー
を
作
る
。

②�

別
の
鍋
で
、鶏
肉
と
タ
マ
ネ
ギ
を
さ
っ
と
炒
め
、ジ
ャ
ガ
イ
モ

と
ニ
ン
ジ
ン
、し
め
じ
、コ
ン
ソ
メ
を
入
れ
、少
量
の
水
で
煮
る

③�

野
菜
が
煮
え
た
ら
ホ
ワ
イ
ト
ル
ー
を
加
え
、
生
ク
リ
ー
ム
、

塩
、コ
シ
ョ
ウ
で
味
を
整
え
る
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）

　

山
地
災
害
が
起
こ
る
場
合
、山
の
斜
面
や
川
の
流
れ
を
よ
く

観
察
し
て
み
る
と
、多
く
の
場
合
、次
の
よ
う
な
危
険
信
号
と
思

わ
れ
る
変
化
が
現
れ
ま
す
。

　

①
石
が
落
ち
て
き
た

　

②
亀
裂
が
発
生
し
た

　

③
川
が
濁
っ
た

　

④
川
の
水
位
が
下
が
っ
た

　

⑤
井
戸
水
が
濁
っ
た

　

⑥
わ
き
水
が
止
ま
っ
た

　

⑦
わ
き
水
の
量
が
増
え
た

　

⑧
地
鳴
り
が
す
る

な
ど
、「
危
な
い
な
」と
思
っ
た
ら
、早
め
に
指
定
さ
れ
た
場
所
へ

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、豪
雨
が
止
ん
で
も
、時
間
を
お
い
て
山
崩
れ
や
土
石
流

が
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、十
分
に
警
戒
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、家
の
周
り
、近
く
の
山
・
が
け
・
川
な
ど
を
点

検
し
て
、異
常
な
箇
所
を
見
つ
け
た
ら
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課
林
政
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
４
３
）

　

村
上
地
域
振
興
局
農
林
振
興
部
森
林
施
設
課

　
　

☎
52
‐
７
９
３
６

国

民

年

金

学
生
納
付
特
例
制
度
は
毎
年
申
請
が
必
要

　

大
学
や
専
門
学
校
な
ど
の
学
生
は
、申
請
に
よ
り
在
学
中
の

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
に
な
る「
学
生
納
付
特
例
制

度
」が
あ
り
ま
す
。「
学
生
納
付
特
例
」の
申
請
は
、毎
年
必
要
で

す
の
で
、昨
年
度
申
請
さ
れ
た
人
で
も
４
月
か
ら
も
引
き
続
き

学
生
で
あ
る
場
合
に
は
、今
年
度
も
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

　

・
年
金
手
帳　

・
印
鑑

　

・
学
生
証
の
写
し
、ま
た
は
在
学
証
明
書

保
険
料
の
追
納
が
で
き
ま
す

　

学
生
納
付
特
例
期
間
が
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、保
険
料
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。将
来
受
け
取

る
年
金
額
を
増
額
す
る
た
め
に
も
、追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
・
年
金
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
８
５
）

　

荒
川
支
所
市
民
生
活
課
市
民
・
年
金
係

　
　

☎
62
‐
３
１
０
１（
内
線
１
１
６
）

　

神
林
支
所
市
民
生
活
課
市
民
・
年
金
係

　
　

☎
66
‐
６
１
１
１（
内
線
１
０
２
）

　

朝
日
支
所
市
民
生
活
課
市
民
・
年
金
係

　
　

☎
72
‐
６
８
８
５

　

山
北
支
所
市
民
生
活
課
市
民
・
年
金
係

　
　

☎
77
‐
３
１
１
２

山
地
災
害
の
危
険
信
号
を
見
逃
さ
な
い
で

食育パネルを使って
楽しく学ぶ
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さんぽく

あさひ

むらかみ

かみはやし

あらかわ

※�それぞれの話題や出来事には、開催地区が分かる
ように上記イラストを掲載しています

　

３
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
の
２
日
間
、
荒
川
地
区
公

民
館
で
第
10
回
い
け
ば
な
展
が
、
荒
川
地
区
文
化
協

会
と
華
道
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

緑
華
古
流
、
龍
生
派
、
小
原
流
、
千
家
古
流
の
４
グ

ル
ー
プ
か
ら
41
品
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
の
中
に
は
春
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
作
品
も

多
く
、華
麗
で
気
品
漂
う
雰
囲
気
に
、来
場
者
は
春
を

感
じ
、目
の
保
養
と
心
を
癒
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

毎
回
来
場
さ
れ
て
い
る
人
は
、「
す
ば
ら
し
い
作
品
が

多
く
、特
に
今
年
の
展
示
の
仕
方
は
工
夫
さ
れ
、非
常

に
見
や
す
い
」と
感
心
し
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
け
ば
な
展
開
催

　

３
月
21
日
㈯
、
国
道
１
１
３
号
の
バ
イ
パ
ス
と
し

て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
、地
域
高
規
格
道
路「
荒

川
道
路
（
国
道
７
号
か
ら
村
上
市
南
新
保
間
約
４
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）
」
の
竣
工
式
典
が
、
地
元
の
国
会
議
員

や
県
議
会
議
員
な
ど
を
来
賓
に
迎
え
、
荒
川
地
区
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、祝
辞
の
あ
と
、市
長
な
ど
が
坂
町
保
育

園
児
と
と
も
に
、く
す
玉
開
披
を
行
い
、見
事
開
い
た

く
す
玉
か
ら
は「
祝
開
通
」の
文
字
。引
き
続
き
、会
場

を
南
新
保
地
内
の
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
荒
川

Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
付
近
に
移
し
、
あ
ら
か
わ
幼
稚
園
児
と

と
も
に
開
通
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
（
写
真
）
も
行
わ
れ
、

同
日
午
後
３
時
こ
ろ
に
、
一
般
車
両
の
通
行
が
始
ま

り
ま
し
た
。

荒
川
道
路
開
通

　

３
月
15
日
㈰
か
ら
荒
川
で
サ
ク
ラ
マ
ス
釣
り
が
解

禁
と
な
り
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
釣
り
人
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

　

釣
り
人
の
中
に
は
、
サ
ク
ラ
マ
ス
釣
り
の
プ
ロ
と

し
て
有
名
な
西
村
雅
裕
氏（
写
真
・
東
京
都
在
住
）の

姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

西
村
プ
ロ
に
サ
ク
ラ
マ
ス
の
魅
力
を
聞
く
と
「
色

が
き
れ
い
で
引
き
が
強
い
魚
、
な
に
よ
り
数
少
な
い

魚
を
自
分
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
通
り
に
釣
り
上
げ

ら
れ
た
と
き
が
楽
し
い
」
と
の
こ
と
。
ま
た
「
河
川
改

修
な
ど
に
よ
り
漁
場
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
」

と
も
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
外
か
ら
の
釣
り
人
の
話
で
は
、「
鮭
と
同
様
、
日

本
海
側
は
釣
れ
な
い
。
少
な
い
」
と
の
こ
と
で
、
こ
こ

ま
で
は
不
漁
の
よ
う
で
す
。

サ
ク
ラ
マ
ス
漁
解
禁

あらかわ

あらかわあらかわ
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３
月
22
日
㈰
、
ト
キ
め
き
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
パ
ル
パ
ー
ク
神
林
総

合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
の
マ
ス

コ
ッ
ト
で
あ
る「
と
っ
ぴ
ー
」と「
き
っ
ぴ
ー
」

も
参
加
し
、
午
前
の
部
が
小
学
生
対
象
の

ト
ッ
キ
ッ
キ
ダ
ン
ス
の
講
習
会
。
午
後
の
部

は
一
般
対
象
の
リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
ク
と
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
行
い
ま
し

た
。
講
師
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
サ
ポ
ー

ト
プ
ラ
ス
の
奈
良
橋
先
生
を
前
に
、
集
ま
っ

た
約
１
５
０
人
が
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
ひ
ろ

が
り
、気
持
ち
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ト
ッ
キ
ッ
キ
も
参
加

ト
キ
め
き
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

かみはやし

　

３
月
25
日
㈬
、
村
上
歴
史
文
化
館
を
会
場

に
第
６
回
村
上
学
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
地
元
酒
造
会
社
に
勤

務
す
る
佐
藤
雅
彦
さ
ん
に
よ
る
「
日
本
酒
の

世
界
『
村
上
地
方
の
酒
造
り
』
」
。
佐
藤
さ
ん

は
、
お
酒
の
種
類
に
よ
っ
て
飲
む
の
に
適
し

た
温
度
が
異
な
る
こ
と
や
、
昔
か
ら
酒
造
り

が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、
近
年
、
日
本
酒
が
飲
ま
れ
な
く

な
っ
て
き
た
こ
と
に
触
れ
、
皆
さ
ん
に
飲
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
こ
と
も
話
し
ま
し
た
。

　

胎
内
市
か
ら
参
加
し
た
人
は
、「
酒
造
り
に

興
味
が
あ
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
酒
造
り
や

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
古
い
歴
史
が
あ
る
村
上

市
民
の
勤
勉
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
酒
の
お
話

むらかみ

　

少
子
高
齢
化
、障
害
者
福
祉
、地
域
お
こ
し
な
ど
の

社
会
的
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
解
決
し
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」の
先
進
事

例
と
し
て
経
済
産
業
省
が
選
定
す
る
全
国
の
55
選
に

山
熊
田
の「
さ
ん
ぽ
く
生
業
の
里
企
業
組
合
」が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
古
く
か
ら
地
域
に
伝
わ
る
「
し
な
織
り
」

や
郷
土
料
理
な
ど
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る

活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
３
月
19
日
に
東
京

都
内
で
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
、
同
組
合
の
國
井
総
支

配
人
が
出
席
し
、
経
済
産
業
大
臣
か
ら
感
謝
状
の
贈

呈
を
受
け
ま
し
た
。

　

國
井
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
の
地
域
で
の
活
動
が
評

価
さ
れ
、
う
れ
し
さ
と
と
も
に
大
き
な
励
み
に
な
り

ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
55
選
に

さ
ん
ぽ
く
生
業
の
里

　

山
北
中
学
校
を
３
月
に
卒
業
し
た
３
年
生
が
３
月

29
日
㈰
、
自
分
た
ち
が
３
年
間
使
用
し
た
机
56
台
を

新
入
生
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
地
域
の
大
工
さ
ん
や
保

護
者
の
協
力
の
も
と
、
磨
き
や
塗
装
な
ど
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　

山
北
地
区
郷
育
会
議（
ス
ク
ー
ル
・
ア
イ
・
ネ
ッ
ト

さ
ん
ぽ
く
・
加
藤
勝
美
代
表
）の
呼
び
か
け
で
、今
回

初
め
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、「
愛
着
あ
る
机
を
１
年
生
が

使
っ
て
く
れ
る
の
で
う
れ
し
い
」
と
話
し
、
ま
た
、
代

表
の
加
藤
さ
ん
は
「
学
校
の
望
む
こ
と
と
地
域
が
で

き
る
こ
と
を
結
び
、
地
域
の
人
が
学
校
の
事
業
に
関

わ
る
き
っ
か
け
作
り
を
今
後
も
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

入
学
式
に
は
、机
と
と
も
に
卒
業
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
添
え
ら
れ
、新
１
年
生
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

机
を
磨
い
て
新
入
生
に

山
北
中
学
校

さんぽくさんぽく
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４
月
１
日
㈬
、
村
上
市
総
合
文
化
会
館
で

教
職
員
の
定
期
異
動
に
よ
る
辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
市
外
か
ら
転
入
し
た
教
職
員
は

61
人
で
、内
訳
は
新
採
用
教
諭
６
人
、校
長
３

人
、教
頭
８
人
、一
般
教
諭
44
人
。ま
た
、市
内

で
異
動
し
た
教
職
員
は
全
体
で
44
人
で
す
。

　

交
付
式
に
は
、
市
内
29
校
の
学
校
長
を
は

じ
め
、
市
外
よ
り
転
入
し
た
教
職
員
全
員
が

出
席
し
て
、
工
藤
教
育
委
員
長
か
ら
辞
令
を

受
け
ま
し
た
。ま
た
、市
民
代
表
と
し
て
出
席

し
た
大
滝
市
長
に
、
公
務
員
と
し
て
服
務
の

宣
誓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
大
滝
市
長
と
佐
藤
市
議
会
議
長

か
ら
、歓
迎
の
言
葉
を
受
け
、教
職
員
は
村
上

で
教
育
に
全
力
で
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

共
に
つ
く
ろ
う

「
郷
育
の
ま
ち
・
村
上
」

～
教
職
員
辞
令
交
付
式
～

あさひ

　

４
月
９
日
㈭
、
三
面
川
中
州
公
園
で
三
面

川
鮭
稚
魚
放
流
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
放
流

に
参
加
し
た
村
上
小
学
校
、村
上
南
小
学
校
、

瀬
波
小
学
校
の
４
・
５
年
生
に
よ
っ
て
放
流

さ
れ
た
稚
魚
は
、約
５
０
，０
０
０
尾
。

　

参
加
し
た
児
童
は
「
放
流
し
た
魚
が
と
て

も
小
さ
か
っ
た
の
で
、
あ
ん
な
に
大
き
な
鮭

に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
知
っ
て
と
て

も
驚
き
ま
し
た
」
、「
元
気
で
帰
っ
て
き
て
ほ

し
い
で
す
」と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

鮭
は
３
年
か
ら
５
年
ほ
ど
海
で
過
ご
し
た

後
、生
ま
れ
た
川
に
帰
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
、

三
面
川
に
帰
っ
て
く
る
の
は
、子
ど
も
た
ち
が

中
学
１
年
生
か
ら
高
校
２
年
生
の
こ
ろ
で
す
。

鮭
稚
魚
放
流

むらかみ

　

４
月
３
日
㈮
、
大
須
戸
集
落
の
八
坂
神
社
で
大
須

戸
能
保
存
会
（
中
山
定
一
郎
会
長
）
に
よ
る
、
定
期
能

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、暖
か
く
、市
内
外
か
ら

能
フ
ァ
ン
や
カ
メ
ラ
マ
ン
約
２
０
０
人
が
訪
れ
、
境

内
は
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
能
三
番
「
弓ゆ

み

八や

幡わ
た

」「
張

ち
ょ
う
り
ょ
う

良
」「
湛た

ん

海か
い

」
と
狂

言「
附ぶ

子す

」「
膏こ

う
や
く
ね
り

薬
煉
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

狂
言「
附
子
」は
、今
回
、初
め
て
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
演
じ
、大
名　

中
山
岳
人
さ
ん（
小
３
）、太
郎
冠
者

　

中
山
渓
さ
ん
（
小
５
）
、
次
郎
冠
者　

中
山
洸
さ
ん

（
小
５
）
、
後
見　

中
山
駆
さ
ん
（
小
３
）
が
出
演
し
ま

し
た
。始
め
は
緊
張
し
た
表
情
で
し
た
が
、徐
々
に
硬

さ
も
と
れ
、立
派
に
演
じ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、定
期
能
に
併
せ
て
、担
い
手
セ
ン
タ
ー
前
で

は「
大
須
戸
春
祭
り
」が
行
わ
れ
、お
餅も

ち

や
甘
酒
、ア
ピ

オ
ス
お
に
ぎ
り
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
地

元
手
打
ち
そ
ば
、
お
で
ん
、
野
菜
、
漬
物
な
ど
が
販
売

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

春
を
告
げ
る
大
須
戸
能

〜
県
無
形
文
化
財
〜

あさひ
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３
月
１
日
か
ら
４
月
３
日
に
か
け
て
、
各

家
で
古
く
か
ら
伝
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
形
さ

ま
や
町
屋
独
特
の
建
築
様
式
を
観
覧
し
よ
う

と
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
村
上
の
町
屋
へ
訪

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
20
日
㈮
、
21
日
㈯
に
は
、
Ｓ
Ｌ

村
上
ひ
な
街
道
号
と
乗
客
の
皆
さ
ん
を
獅
子

舞
や
民
踊
な
ど
を
披
露
し
た
り
、
中
等
教
育

学
校
の
生
徒
が
和
服
を
着
て
観
光
案
内
を
し

た
り
し
て
あ
た
た
か
く
出
迎
え
ま
し
た
。

　

町
屋
の
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
お
も
て
な

し
が
心
に
し
み
る
人
形
さ
ま
巡
り
で
し
た
。

　

第
９
期
の「
週
末
百
姓
や
っ
て
み
隊
」の
第
１
回
目

の
活
動
が
４
月
11
日
㈯
、12
日
㈰
に
行
わ
れ
、今
年
度

の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
期
は
、
新
潟
市
近
郊
を
中
心
に
千
葉
県
や
埼
玉

県
な
ど
か
ら
の
参
加
者
を
含
む
13
組
17
人
の
隊
員
と

農
作
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
地
元
の
サ
ポ
ー
ト
隊
員

が
、
に
ぎ
や
か
に
集
い
ま
し
た
。
１
日
目
は
雑
草
取

り
、
耕
運
機
で
の
耕
起
、
畝う

ね

作
り
な
ど
を
行
い
、
２
日

目
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
割
り
当
て
ら
れ
た
マ
イ
畑
に
、

野
菜
の
種
ま
き
や
苗
を
植
え
、
午
後
か
ら
は
桜
も
ち

づ
く
り
の
実
習
も
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
間
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、春
の
陽
気
の
中
、参

加
者
は
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、
野
菜
の
生
育
と
こ

れ
か
ら
の
活
動
を
期
待
し
な
が
ら
、
次
回
の
再
会
を

約
束
し
、帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

新
た
な
仲
間
と
と
も
に

「
週
末
百
姓
や
っ
て
み
隊
」

さんぽく

第
10
回
城
下
町
村
上

町
屋
の
人
形
さ
ま
巡
り
閉
幕

むらかみ

　

４
月
６
日
㈪
、
春
の
交
通
安
全
運
動
期
間

の
初
日
に
み
ど
り
の
里
敷
地
内
の
交
通
安
全

観
音
菩
薩
前
で
、
村
上
地
区
交
通
安
全
協
会

朝
日
支
部
と
村
上
警
察
署
、
交
通
指
導
員
に

よ
る
交
通
安
全
祈
願
祭
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。ま
た
、宮
ノ
下
地
内
の
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
、交
通
安
全
街
頭
指
導
所
を
設
け
て
、行

き
交
う
ト
ラ
ッ
ク
や
乗
用
車
の
運
転
手
に
チ

ラ
シ
な
ど
を
配
り
「
安
全
運
転
と
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
」の
着
用
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

今
年
の
春
の
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
義

と
愛
の

心
で
つ
な
ぐ　

春
の
道
」で
す
。市

民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、交
通

事
故
を
な
く
す
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「
交
通
事
故
ゼ
ロ
」を
願
い

～
交
通
安
全
祈
願
祭
～

あさひ

　

４
月
15
日
㈬
、
平
林
集
落
で
保
呂
羽
大
権
現
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、肌
寒
い
曇
り
空
の
中
、４
時
に
若
い
衆
が

担
い
だ
神み

輿こ
し

と
、
子
供
神
輿
が
集
落
内
に
あ
る
千
眼

寺
を
出
発
。30
人
の
若
い
衆
が
担
い
だ
神
輿
は
、勢
い

よ
く
平
林
集
落
の
大
通
り
か
ら
集
落
を
練
り
歩
き
、

２
歳
の
子
ど
も
か
ら
小
学
生
に
よ
る
子
供
神
輿
は
、

大
人
た
ち
に
付
き
添
わ
れ
な
が
ら
、
堂
々
と
神
輿
を

引
っ
張
り
ま
し
た
。

　

祭
り
は
夜
に
な
っ
て
も
続
き
、
中
央
通
り
の
提

ち
ょ
う
ち
ん灯

に
明
か
り
が
灯と

も

る
と
、
更
に
祭
り
は
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

平
林
大
祭

保ほ

呂ろ

羽は

大
権
現

かみはやし
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鮭
っ
子
ク
ラ
ブ
子
ど
も

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

〜
ひ
な
ま
つ
りメ

ニ
ュ
ー
〜

　

小
学
生
を
対
象

に
ひ
な
ま
つ
り
に

ぴ
っ
た
り
な
、ち
ら

し
寿
司
と
フ
ル
ー

ツ
ポ
ン
チ
を
作
り

ま
し
た
。

　

フ
ル
ー
ツ
ポ
ン

チ
作
り
で
は
、
初
め
て
缶
切
り
を
使

う
子
ど
も
が
い
て
、
フ
ル
ー
ツ
の
缶

詰
を
開
け
る
作
業
で
は
、
て
こ
ず
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
上

手
に
で
き
ま
し
た
。

　

ち
ら
し
寿
司
も
か
わ
い
い
ひ
な
人

形
の
形
で
、
食
べ
る
の
が
も
っ
た
い

な
い
く
ら
い
で
し
た
。

コ
ア
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

今
年
度
か
ら
新
し
く
始
ま
っ
た

「
コ
ア
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
。
体
の
中

　

今
回
は
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
む
ら
か

み
」誕
生
ま
で
の
お
話
を
紹
介
し
ま

す
。

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
む
ら
か
み
は
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、

平
成
18
年
に
設
立
し
、今
年
で
４
年

目
を
迎
え
ま
す
。「
市
民
の
健
康
づ

く
り
」
を
一
番
の
目
的
と
し
、
設
立

当
初
か
ら
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

村
上
地
区
に
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
つ
く
る
取
り
組

み
は
、
平
成
15
年
か
ら
始
ま
り
、
そ

の
背
景
に
は「
高
齢
化
に
よ
る
医
療

費
の
増
大
」、「
子
ど
も
た
ち
の
体
力

低
下
」、「
市
民
の
健
康
づ
く
り
へ
の

関
心
の
高
ま
り
」な
ど
の
現
状
と
課

題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、村
上
地
区
で
は
体
育
協
会

や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、自
主
サ
ー
ク

ル
な
ど
の
活
動
で
体
育
施
設
は
、す

で
に
飽
和
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
中
に
は
「
す
で
に
体
育
協
会
や

自
主
サ
ー
ク
ル
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
盛
ん
に
活
動
し
て
い
る
の
に
、今

さ
ら
新
し
く
ク
ラ
ブ
を
つ
く
る
必

要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
定

期
的
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
し
て
い

る
の
は
ほ
ん
の
一
部
の
市
民
で
あ

り
、ス
ポ
ー
ツ
人
口
と
し
て
は
10
％

に
も
満
た
な
い
ほ
ど
で
し
た
。（
旧

村
上
市
民
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

　

そ
こ
で
、
広
く
市
民
に
多
種
目
、

他
世
代
で
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
健

康
づ
く
り
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
機
会
を
つ
く
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、ク
ラ
ブ
設
立
に

向
け
た
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

「
村
上
で
は
ど
ん
な
ク
ラ
ブ
に
し

た
ら
、み
ん
な
が
参
加
し
て
く
れ
る

か
」と
事
業
内
容
や
会
費
な
ど
参
加

者
の
立
場
に
な
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
出
し
合
い
会
議
を
重
ね
ま

し
た
。
ま
た
、
市
民
向
け
の
説
明
会

や
プ
レ
事
業
な
ど
の
広
報
活
動
も

行
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
市
民
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、

小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約

１
６
０
人
が
、会
場
の
三
面
川
中
州

公
園
に
集
い
、７
種
目
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
み
ま

し
た
。
世

代
を
超
え

て
い
ろ
い

ろ
な
種
目

を
一
緒
に

楽
し
む
光

景
は
、
ま

さ
に
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

理
想
で
あ
り
、こ
れ
か
ら
の
目
標
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
は
市
に
代
わ

り
、村
上
地
区
の
体
育
施
設
の
管
理

と
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
事
業

を
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、よ
り
ニ
ー

ズ
に
近
づ
け
る
よ
う
に「
元
気
な
ひ

と
づ
く
り
＝
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、会
員
や
市
民
と
一

緒
に
な
っ
て
地
域
の
人
と
ま
ち
を

元
気
に
で
き
る
よ
う
な
ク
ラ
ブ
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
む
ら
か
み木

村　

道
子

●SPORTS CLUB●

NPO法人総合型スポーツクラブ

心
に
あ
る
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
自

体
重
で
刺
激
し
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
で

き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
ゆ
っ
く

り
と
し
た
動
き
で
す
が
、
体
中
の
筋

肉
に
ジ
ワ
ジ
ワ
と
効
い
て
き
ま
す
。

　

み
な
さ

ん
プ
ル
プ

ル
と
ふ
る

え
な
が
ら

も

が

ん

ば
っ
て
い

ま
し
た
。

前
期
い
き
い
き
健
康
づ
く
り
教
室

　

今
年
度
も
元
気
に
始
ま
り
ま
し

た
。

　

こ
の
教

室
に
は
リ

ピ
ー
タ
ー

も
た
く
さ

ん

い

て

「
や
っ
と
、

い
き
い
き

始
ま
っ
た
ね
」
と
待
ち
に
待
っ
た
参

加
者
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

初
回
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ

ク
で
、雰
囲
気
も
和
み
、ワ
イ
ワ
イ
楽

し
く
運
動
し
ま
し
た
。

　

前
期
は
、
野
外
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

●
問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係　
☎
72-

６
８
８
６

問�☎52－6311
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　きらきら倶楽部は希楽々のグラウンドゴルフのサークルです。

　毎週仲良くいきいきと活動しています。練習だけではなく大会

をしたり、外へ出かけてみたり、冬はインドアの大会もしたりし

ます。グラウンドゴルフのほかにも、いろいろなお楽しみを見つ

けてきます。あなたも仲間に入ってお楽しみに参加してみません

か。

　と　き　毎週水曜日午後１時～３時

　ところ　神林総合体育館

希楽々のお楽しみ見つけ隊！
「きらきら倶楽部」

ス
キ
ー
あ
ん
ど
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
IN

Ｚ
Ａ
Ｏ

　

３
月
８
日
㈰
、16
人
が
参
加
し
て

蔵
王
ス
キ
ー
場
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

ス
キ
ー
や
ス
ノ
ボ
は
も
ち
ろ
ん

温
泉
も
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

春
の
角
田
山
登
山
と
遠
藤
実
記

念
館
見
学

　

３
月
15
日
㈰
、総
勢
25
人
で
春
の

角
田
山
を
登
っ
て
き
ま
し
た
。登
山
の

後
は
温
泉
に
入
っ
て
疲
れ
を
と
り
、遠

藤
実
記
念
館
を
見
学
し
て
き
ま
し

た
。お
楽
し

み
盛
り
だ

く
さ
ん
の

内
容
で
１

日
を
楽
し

ん
で
き
ま

し
た
。

ひ
よ
マ
マ
る
ー
む

雑
貨
づ
く
り
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

　

３
月
19
日
㈭
、ひ
よ
マ
マ
る
ー
む

で
雑
貨
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。講
師

は「
て
づ
く
り
ば
っ
か
り
マ
ー
ケ
ッ

ト
」の
中
林
さ
ん
で
す
。
今
回
は
、

ヨ
ー
ヨ
ー
キ
ル
ト
と
い
う
も
の
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。一
つ
の

パ
ー
ツ
が
で
き
て
し
ま
え
ば
、い
く

つ
か
繋
げ
て
何
で
も
作
れ
る
優
れ

モ
ノ
で
す
。お
話
を
し
た
り
、教
え

合
っ
た
り
楽
し
い
教
室
で
し
た
。

　

ひ
よ
マ

マ
る
ー
む

で
は
、新
年

度
も
楽
し

い
企
画
を

予
定
し
て

い
ま
す
。

第
６
回　

希
楽
々
カ
ッ
プ

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

　

３
月
29
日
㈰
、
パ
ル
パ
ー
ク
神

林
で
26
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ

れ

ま

し

た
。
今
年

は
、
富
山

県
か
ら
の

参
加
者
も

あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、

市
議
会
議
員
チ
ー
ム
も
参
加
し
、

大
会
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
３

月
末
な
の
に
雪
が
ち
ら
つ
く
寒
い

日
で
し
た
が
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
で

熱
い
試
合
を
し
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
南
国
へ
⋮

　

２
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰
ゴ
ル
フ

サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
が
福
島
の

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。
冬
季
は
近
場

で
ゴ
ル
フ
が
楽
し
め
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
、
で
き
る
場
所
を
探
し

て
福
島
ま
で
足
を
運
び
ま
し
た
。

　

次
回
は
７
月
５
日
㈰
に
胎
内
高

原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
「
希
楽
々
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
」
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

大
好
評
！

　

骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
＆
ピ
ラ
テ
ィ
ス

　

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
昼
の

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

小
さ
い
子
を
持
つ
ひ
よ
マ
マ
る
ー

む
の
お
母
さ
ん
に
好
評
で
18
人
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

託
児
付

き
（

別

料

金
）で
、
安

心
し
て
参

加
で
き
、好

評
で
す
。

かみはやし総合スポーツクラブ

問�☎66－8119
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区 氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区

●おくやみ
氏名	 年齢	 行政区 氏名	 年齢	 行政区 氏名	 年齢	 行政区

※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています　※３月11日から４月10日までの届け出です（敬称略）
※表示されている行政区は、実際登録されている町内会、集落です

人口と世帯数（4月1日現在）
（　　）内は前月比 　人口Ä33,115人（△134）　Å35,972人（△164）　�計69,087人（△298）　    22，786世帯（△10）

村上地区
佐 藤 静 男	 74	 泉町
工 藤 忠 作	 77	 学校町
伊與部　精　二	 74	 瀬波温泉二丁目
江　見　トク子	 99	 山辺里
川 村 　 勉	 64	 田端町
山　中　ヲスイ	 90	 塩町
三 浦 和 弥	 45	 吉浦
山 下 サ ク	 91	 南町一丁目
吉 川 政 子	 88	 肴町
池 田 正 行	 49	 緑町一丁目
横 山 ト ミ	 79	 上片町
青 木 昭 治	 81	 松山
高　橋　三與志	 88	 赤沢
冨　樫　ミイノ	 89	 飯野三丁目
小 川 廣 二	 83	 八日市
小 田 ト シ	 90	 二之町
佐　藤　千惠子	 77	 天神岡
田 村 久 藏	 80	 鋳物師
奥 村 綾 子	 77	 片町
伴 田 正 平	 62	 岩船中新町
伴 田 マ キ	 88	 岩船下大町
村 山 敬 治	 76	 岩船三日市
菅 原 十 一	 82	 岩船上町

村上地区
結暖（ゆの）	 川 村 　 孝	 山辺里
惺琉（せいりゅう）	 岡 田 茂 樹	 学校町
涼斗（りょうと）	 伴 田 　 航	 岩船上浜町
美羽（みう）	 本 間 一 広	 山居町一丁目
健盛（けんせい）	 清 水 潤 一	 瀬波中町
琉惺（りゅうせい）	 箭 内 　 稔	 山辺里
怜（れい）	 遠 山 正 典	 松原町三丁目
姫花（ひめか）	 鈴 木 大 輔	 二之町

荒川地区
暖（はる）	 髙 橋 俊 篤	 前坪団地
日菜子（ひなこ）	 荒 木 勘 平	 山口
幹（みつき）	 平 田 　 勲	 佐々木
亜桜（あろう）	 　 山 一 春	 藤沢
杏菜（あんな）	 石 井 英 和	 荒屋
春喜（はるき）	 遠 山 伸 明	 山口
宝（ほうり）	 志 村 竜 太	 下鍜冶屋

神林地区
竜（りょう）	 齋 藤 善 行	 山屋
友香（ゆか）	 村 山 真 実	 北新保
裕翔（ゆうさ）	 中 山 裕 文	 南大平
絢悟（けんご）	 佐 藤 憲 明	 松沢
温心（あつし）	 髙 木 和 広	 北新保
蒼太（そうた）	 細 野 大 助	 九日市

朝日地区
奏太郎（そうたろう）	 海 沼 裕 二	 関口
煌（るか）	 今 井 幸 司	 朝日中野
大翔（はると）	 海 沼 佳 樹	 関口
拓己（たくみ）	 相 馬 　 徹	 早稲田
尊（たける）	 貝 沼 国 広	 大場沢
莉乃（りの）	 大 田 謙 一	 黒田

山北地区
玲那（れいな）	 本 間 徳 明	 間瀬

荒川地区
田 中 　 実	 60	 坂町
小 川 兼 司	 85	 金屋
信　田　ヨシノ	 98	 海老江
佐 藤 サ カ	 89	 金屋
畑　山　ヤヨヱ	 92	 下鍜冶屋
佐久間　幸　太	 94	 鳥屋
山 口 次 男	 80	 金屋
平 野 乙 一	 84	 藤沢
磯 部 子 藏	 85	 藤沢

朝日地区
大 滝 シ ゲ	 97	 宮ノ下
田 村 信 子	 85	 十川
山　賀　ヨシイ	 85	 本小須戸
板　垣　ヨシイ	 85	 高根
青 山 春	 84	 岩崩
佐 藤 ニ イ	 79	 大須戸
飯 沼 守 男	 82	 岩沢
田　中　サクイ	 107	 新屋
相 馬 長 一	 89	 高根
佐 藤 常 雄	 93	 板屋越
板 垣 　 夫	 80	 高根
　井　石次郎	 91	 猿沢
鬼 原 和 好	 47	 猿沢
石 田 藤 𠮷	 67	 古渡路

神林地区
三 科 ヨ シ	 84	 今宿
佐 藤 礼 吉	 87	 塩谷
本 間 一 郎	 86	 小出
井 上 昭 一	 60	 平林
齊 藤 の ぶ	 84	 河内
増　田　アサノ	 88	 牧目
板　垣　ヨシエ	 89	 殿岡
川 崎 ム ツ	 97	 北新保
忠 　 元 榮	 80	 指合
鈴 木 利 雄	 64	 葛籠山
近 　 シ ン	 91	 桃川
松 村 義 一	 84	 山田
佐　藤　ジュン	 83	 有明
髙 橋 ミ エ	 82	 塩谷
近 　 友 春	 85	 山田
蟹 井 久 男	 78	 山田
田 島 五 平	 90	 平林

山北地区
本　間　スマ子	 89	 芦谷
本 間 家 弘	 84	 大沢
大 滝 忠 雄	 69	 大毎
佐 藤 平 一	 88	 大毎
髙　橋　惣次郎	 75	 府屋学校町
増　子　フジ子	 84	 岩崎
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図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

新　着　図　書

◆…一般書、○…児童書

� 【中央図書館】火　曜　日　15：30～　　土　曜　日　11：00～

よみきかせのある日�【朝日図書館】第４土曜日　10：00～
 【荒川図書室】第３土曜日　10：00～（４・８・３月を除く）
 【神林図書室】第３土曜日　９：00～11：30

【中央図書館新着図書】

◆　商人　（ねじめ正一）

◆　砂冥宮（内田康夫）

◆　プリンセス・トヨトミ（万
ま

城
き

目
め

学
まなぶ

）

◆　隅田川の向う側　（半藤一利）

◆　空白の桶狭間（加藤廣）

◆　定
てい

本
ほん

納
のう

棺
かん

夫
ふ

日
にっ

記
き

　（青木新門）

◆　運命の暗号（村上和雄）

○　つんつくせんせいとつんくまえんのくま（たかどのほうこ）

○　ねこのごんごん（大道あや）

○　こぶたのまーち（むらやまけいこ）

○　おなかのかわ（瀬田貞二）

【朝日図書館新着図書】

◆　上杉かぶき衆（火坂雅志）

◆　英雄の書上・下（宮部みゆき）

◆　ポトスライムの舟（津村記久子）

◆　涙の理由（重松清）

○　さけ（おもしろふしぎ日本の伝統食材　８）

○　その気になった!　（五味太郎）
○　グラタンおばあさんとまほうのアヒル　（いせ　ひでこ）

○　ぼくだけの山の家　　（ジーン・クレイグヘッド・ジョージ）

ご存じですか

本のリクエスト
　村上市立図書館で所蔵していない本を、

リクエストすることができます。

▼リクエストの方法は…

●�図書館で所定の用紙「リクエストカー

ド」に記入してください。

●�図書館の選書基準や予算にあわせて購

入を検討します。

※�ご希望に添えない場合もありますので、

ご了承ください

記載された個人情報は本件のみに使用

し、ほかの業務には使用されません。

ゴールデンウィーク期間中の３日㈰～

６日㈬の間、中央図書館は開館

します　（７日㈭、８日㈮は休館となります）

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）ワンポイントQ＆Ａ

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の保険料

問　�４月15日に75歳の誕生日を迎え、国民健康保険から長寿医療制度（後期高齢者医療制度）に加入し
ましたが、国民健康保険税の負担はどうなるの？

答 � �長寿医療制度（後期高齢者医療制度）に加入すると、国民健康保険の加入者ではなくなりますので、
国民健康保険税の負担はありません。

� 長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の保険料は、加入した月分からの負担となります。

●問い合わせ　税務課保険税係　☎53－2111（内線223、224）

国民健康保険税３月分までの負担　　　　後期高齢者医療保険料４月分からの負担

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）加入日　４月15日



編集・発行　村上市企画部政策推進課
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市報むらかみは、資源保護のため
再生紙と環境にやさしい大豆インクを
使用しています。

印刷　村上印刷株式会社

　これまで藤沢集落で業務を行っていた村上市消防署荒川分署

が、３月30日㈪大津集落に完成した新分署施設へ移転、竣工式が
行われ業務を開始しました。

　新荒川分署は日本海沿岸東北自動車道荒川ＩＣ（仮称）の開通

に併せ、高速救急隊の配属と救急車の増台に加え、10月ころをめ
どに積載量1.5トンの水槽車を配備する予定です。
　これにより、高速道路を利用した高度医療施設への緊急搬送お

よび火災に対し、迅速な対応が可能となります。

ホームページアドレス　http://www.city.murakami.lg.jp　　メールアドレス　info@city.murakami.lg.jp

今月の表紙編集後記
u４月から広報担当になりました誉○

です。よろしくお願いします。

　暖かくなり、朝の散歩が心地よい

季節になりました。我が家の犬も、

散歩の時間が増えて喜んでいるよう

です。u皆さんは、ゴールデンウィー

クの予定は決まりましたか？休日の

高速道路料金の引下げで、初めてＥ

ＴＣを利用して遠出する方も多いと

思います。私も、愛車にＥＴＣを取

り付けて、休日1,000円にあやかりた
いと思っています。誉○�

345

砂山
小学校

道の駅
神林松喜和

お幕場森林公園
日
本
海

お
幕
場
茶
会

このコーナーでは、村上市の観光名所やイ
ベントなどを紹介します。

村上の

おたのし どころ見

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

　

お
幕
場
茶
会
は
、毎
年
風
薫
る
５
月
の
日
曜
日

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。全
国
的
に
も
野
だ
て
は

珍
し
く
、古
く
は
村
上
藩
時
代
の
お
殿
さ
ま
が
鷹た

か

狩
り
な
ど
の
物
見
遊
山
、行
楽
の
地
と
し
て
幕
を

張
っ
て
催
し
た
こ
と
が
今
に
伝
わ
り
、
茶
会
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
茶
会
は
、
今
年
で
22
回

目
を
数
え
、５
月
24
日
㈰
に
往
時
を
し
の
び
盛
大

に
行
わ
れ
ま
す
。

　

茶
会
が
行
わ
れ
る
お
幕
場
は
、四
季
折
々
の
白

砂
青
松
と
と
も
に
コ
ケ
の
緑
も
美
し
く
、自
然
豊

か
で
家
族
連
れ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
を
す
る
人
た
ち

の
た
め
に
遊
歩
道
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

茶
席
は
、
お
幕
場
会
場
で
は
石
州
流
、
表
千
家

流
、
宗
偏
流
の
３
席
で
す
。
ま
た
、
塩
谷
会
場
（
町

屋
）で
は
、石
州
流
、表
千
家
流
の
２
席
と
な
り
ま

す
。町
屋
の
散
策
と
併
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
茶
席
に
参
加
さ
れ
る
人
は
、
茶
席
券
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
茶
席
券
を
あ
ら
か
じ
め
、
購

入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
い

き
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

神
林
商
工
会　

☎
66
‐
７
４
０
８


